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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＲＮＴＩ（Radio Network Temporary Identifier）を示す第１の情報、ユーザ装置が前
記ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣ（Cyclic Redundancy Check）をともなう
物理下りリンク制御チャネルをモニタするサブフレームを示す第２の情報、前記物理下り
リンク制御チャネルで送信される上りリンク－下りリンク設定を示す複数の第３の情報、
前記複数の第３の情報のうち、サービングセルに対する第３の情報のインデックスを決定
するための第４の情報、および、サービングセルの活性化または非活性化を指示する第５
の情報を受信する受信部を備え、
　前記受信部は、前記第４の情報が設定されたサービングセルの何れかが活性化されてい
る場合、前記サブフレームにおける、プライマリーセルのコモンサーチスペースにおいて
、前記物理下りリンク制御チャネルをモニタし、
　前記第４の情報が設定されたサービングセルの全てが非活性化されている場合、前記サ
ブフレームにおける、前記コモンサーチスペースにおいて、前記物理下りリンク制御チャ
ネルをモニタしない
　ユーザ装置。
【請求項２】
　ユーザ装置に用いられる通信方法であって、
　ＲＮＴＩ（Radio Network Temporary Identifier）を示す第１の情報、ユーザ装置が前
記ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣ（Cyclic Redundancy Check）をともなう
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物理下りリンク制御チャネルをモニタするサブフレームを示す第２の情報、前記物理下り
リンク制御チャネルで送信される上りリンク－下りリンク設定を示す複数の第３の情報、
前記複数の第３の情報のうち、サービングセルに対する第３の情報のインデックスを決定
するための第４の情報、および、サービングセルの活性化または非活性化を指示する第５
の情報を受信し、
　前記第４の情報が設定されたサービングセルの何れかが活性化されている場合、前記サ
ブフレームにおける、プライマリーセルのコモンサーチスペースにおいて、前記物理下り
リンク制御チャネルをモニタし、
　前記第４の情報が設定されたサービングセルの全てが非活性化されている場合、前記サ
ブフレームにおける、前記コモンサーチスペースにおいて、前記物理下りリンク制御チャ
ネルをモニタしない
　通信方法。
【請求項３】
　ユーザ装置に実装される集積回路であって、
　ＲＮＴＩ（Radio Network Temporary Identifier）を示す第１の情報、ユーザ装置が前
記ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣ（Cyclic Redundancy Check）をともなう
物理下りリンク制御チャネルをモニタするサブフレームを示す第２の情報、前記物理下り
リンク制御チャネルで送信される上りリンク－下りリンク設定を示す複数の第３の情報、
前記複数の第３の情報のうち、サービングセルに対する第３の情報のインデックスを決定
するための第４の情報、および、サービングセルの活性化または非活性化を指示する第５
の情報を受信する機能と、
　前記第４の情報が設定されたサービングセルの何れかが活性化されている場合、前記サ
ブフレームにおける、プライマリーセルのコモンサーチスペースにおいて、前記物理下り
リンク制御チャネルをモニタし、
　前記第４の情報が設定されたサービングセルの全てが非活性化されている場合、前記サ
ブフレームにおける、前記コモンサーチスペースにおいて、前記物理下りリンク制御チャ
ネルをモニタしない機能と、を含む一連の機能を前記ユーザ装置に発揮させる
　集積回路。
【請求項４】
　ＲＮＴＩ（Radio Network Temporary Identifier）を示す第１の情報、ユーザ装置が前
記ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣ（Cyclic Redundancy Check）をともなう
物理下りリンク制御チャネルをモニタするサブフレームを示す第２の情報、前記物理下り
リンク制御チャネルで送信される上りリンク－下りリンク設定を示す複数の第３の情報、
前記複数の第３の情報のうち、サービングセルに対する第３の情報のインデックスを決定
するための第４の情報、および、サービングセルの活性化または非活性化を指示する第５
の情報を送信する送信部を備え、
　前記第４の情報が設定されたサービングセルの何れかが活性化されている場合、前記物
理下りリンク制御チャネルを、前記サブフレームのうちの少なくとも一つのサブフレーム
に、プライマリーセルのコモンサーチスペースにおいて送信する
　基地局装置。
【請求項５】
　基地局装置に用いられる通信方法であって、
　ＲＮＴＩ（Radio Network Temporary Identifier）を示す第１の情報、ユーザ装置が前
記ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣ（Cyclic Redundancy Check）をともなう
物理下りリンク制御チャネルをモニタするサブフレームを示す第２の情報、前記物理下り
リンク制御チャネルで送信される上りリンク－下りリンク設定を示す複数の第３の情報、
前記複数の第３の情報のうち、サービングセルに対する第３の情報のインデックスを決定
するための第４の情報、および、サービングセルの活性化または非活性化を指示する第５
の情報を送信し、
　前記第４の情報が設定されたサービングセルの何れかが活性化されている場合、前記物
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理下りリンク制御チャネルを、前記サブフレームのうちの少なくとも一つのサブフレーム
に、プライマリーセルのコモンサーチスペースにおいて送信する
　通信方法。
【請求項６】
　基地局装置に実装される集積回路であって、
　ＲＮＴＩ（Radio Network Temporary Identifier）を示す第１の情報、ユーザ装置が前
記ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣ（Cyclic Redundancy Check）をともなう
物理下りリンク制御チャネルをモニタするサブフレームを示す第２の情報、前記物理下り
リンク制御チャネルで送信される上りリンク－下りリンク設定を示す複数の第３の情報、
前記複数の第３の情報のうち、サービングセルに対する第３の情報のインデックスを決定
するための第４の情報、および、サービングセルの活性化または非活性化を指示する第５
の情報を送信する機能を含む一連の機能を前記基地局装置に発揮させ、
　前記第４の情報が設定されたサービングセルの何れかが活性化されている場合、前記物
理下りリンク制御チャネルを、前記サブフレームのうちの少なくとも一つのサブフレーム
に、プライマリーセルのコモンサーチスペースにおいて送信する
　集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユーザ装置、基地局装置、集積回路、および、通信方法に関する。
　本願は、２０１４年１月２２日に、日本に出願された特願２０１４－００９０６４号に
基づき優先権を主張し、その内容をここに援用する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー移動通信の無線アクセス方式および無線ネットワーク（以下、「Long Term Ev
olution （LTE）」、または、「Evolved Universal Terrestrial Radio Access : EUTRA
」と称する。）が、第三世代パートナーシッププロジェクト（3rd Generation Partnersh
ip Project: 3GPP）において検討されている。ＬＴＥでは、基地局装置をｅＮｏｄｅＢ（
evolved NodeB）、端末装置をユーザ装置（User Equipment: UE）とも称する。ＬＴＥは
、基地局装置がカバーするエリアをセル状に複数配置するセルラー通信システムである。
単一の基地局装置は複数のセルを管理してもよい。
【０００３】
　ＬＴＥは、時分割複信（Time Division Duplex: TDD）に対応している。ＴＤＤ方式を
採用したＬＴＥをＴＤ－ＬＴＥまたはＬＴＥ　ＴＤＤとも称する。ＴＤＤにおいて、上り
リンク信号と下りリンク信号が時分割多重される。
【０００４】
　３ＧＰＰにおいて、トラフィックアダプテーション技術と干渉軽減技術（DL-UL Interf
erence Management and Traffic Adaptation）をＴＤ－ＬＴＥに適用することが検討され
ている。トラフィックアダプテーション技術は、上りリンクのトラフィックと下りリンク
のトラフィックに応じて、上りリンクリソースと下りリンクリソースの比率を変更する技
術である。該トラフィックアダプテーション技術をダイナミックＴＤＤとも称する。
【０００５】
　非特許文献１において、フレキシブルサブフレーム（flexible subframe）を用いる方
法が、トラフィックアダプテーションを実現する方法として提示されている。基地局装置
は、フレキシブルサブフレームにおいて、上りリンク信号の受信または下りリンク信号の
送信を行なうことができる。非特許文献１において、端末装置は、基地局装置によって、
フレキシブルサブフレームにおいて上りリンク信号の送信を指示されない限り、該フレキ
シブルサブフレームを下りリンクサブフレームとみなす。
【０００６】
　非特許文献１には、新たに導入するＵＬ－ＤＬ設定（uplink-downlink configuration
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）に基づいてＰＤＳＣＨ（Physical Downlink Shared Channel）に対するＨＡＲＱ（Hybr
id Automatic Repeat reQuest）タイミングを決定し、最初のUL-DL configurationに基づ
いてＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）に対するＨＡＲＱタイミングを決定
することが記載されている。
【０００７】
　非特許文献２には、（ａ）UL/DL Reference Configurationを導入すること、（ｂ）い
くつかのサブフレームはスケジューラからのダイナミック・グラント／アサインメントに
よって上りリンク、または下りリンクの何れかのためにスケジュールされ得ることが記載
されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】"On standardization impact of TDD UL-DL adaptation", R1-122016, 
Ericsson, ST-Ericsson, 3GPP TSG-RAN WG1 Meeting #69, Prague, Czech Republic, 21s
t - 25th May 2012.
【非特許文献２】"Signalling support for dynamic TDD", R1-130558, Ericsson, ST-Er
icsson, 3GPP TSG-RAN WG1 Meeting #72, St Julian’s, Malta, 28th January - 1st Fe
bruary 2013.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明のいくつかの態様は上記の点に鑑みてなされたものであり、その目的は、効率的
に通信することができるユーザ装置、基地局装置、集積回路、および、通信方法を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明のいくつかの態様は、以下のような手段を
講じた。すなわち、本発明の第１の態様は、ＲＮＴＩ（Radio Network Temporary Identi
fier）を示す第１の情報、ユーザ装置が前記ＲＮＴＩをともなう物理下りリンク制御チャ
ネルをモニタするサブフレームを示す第２の情報、前記ＲＮＴＩをともなう物理下りリン
ク制御チャネルで送信される上りリンク－下りリンク設定を示す複数の第３の情報、およ
び、前記複数の第３の情報のうち、サービングセルに対する第３の情報のインデックスを
決定するための第４の情報を受信する受信部を備え、前記受信部は、活性化されたサービ
ングセルの何れかに対して前記第４の情報が設定されている場合、前記ＲＮＴＩをともな
う物理下りリンク制御チャネルをモニタするサブフレームにおける、プライマリーセルの
コモンサーチスペースにおいて、前記ＲＮＴＩをともなう物理下りリンク制御チャネルを
モニタするユーザ装置である。
【００１１】
　（２）また、本発明の第２の態様は、ユーザ装置に用いられる通信方法であって、ＲＮ
ＴＩ（Radio Network Temporary Identifier）を示す第１の情報、ユーザ装置が前記ＲＮ
ＴＩをともなう物理下りリンク制御チャネルをモニタするサブフレームを示す第２の情報
、前記ＲＮＴＩをともなう物理下りリンク制御チャネルで送信される上りリンク－下りリ
ンク設定を示す複数の第３の情報、および、前記複数の第３の情報のうち、サービングセ
ルに対する第３の情報のインデックスを決定するための第４の情報を受信し、活性化され
たサービングセルの何れかに対して前記第４の情報が設定されている場合、前記ＲＮＴＩ
をともなう物理下りリンク制御チャネルをモニタするサブフレームにおける、プライマリ
ーセルのコモンサーチスペースにおいて、前記ＲＮＴＩをともなう物理下りリンク制御チ
ャネルをモニタする通信方法である。
【００１２】
　（３）また、本発明の第３の態様は、ユーザ装置に実装される集積回路であって、ＲＮ
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ＴＩ（Radio Network Temporary Identifier）を示す第１の情報、ユーザ装置が前記ＲＮ
ＴＩをともなう物理下りリンク制御チャネルをモニタするサブフレームを示す第２の情報
、前記ＲＮＴＩをともなう物理下りリンク制御チャネルで送信される上りリンク－下りリ
ンク設定を示す複数の第３の情報、および、前記複数の第３の情報のうち、サービングセ
ルに対する第３の情報のインデックスを決定するための第４の情報を受信する機能と、活
性化されたサービングセルの何れかに対して前記第４の情報が設定されている場合、前記
ＲＮＴＩをともなう物理下りリンク制御チャネルをモニタするサブフレームにおける、プ
ライマリーセルのコモンサーチスペースにおいて、前記ＲＮＴＩをともなう物理下りリン
ク制御チャネルをモニタする機能と、を含む一連の機能を前記ユーザ装置に発揮させる集
積回路である。
【００１３】
　（４）また、本発明の第４の態様は、ＲＮＴＩ（Radio Network Temporary Identifier
）を示す第１の情報、ユーザ装置が前記ＲＮＴＩをともなう物理下りリンク制御チャネル
をモニタするサブフレームを示す第２の情報、前記ＲＮＴＩをともなう物理下りリンク制
御チャネルで送信される上りリンク－下りリンク設定を示す複数の第３の情報、および、
前記複数の第３の情報のうち、サービングセルに対する第３の情報のインデックスを決定
するための第４の情報を送信する送信部を備え、活性化されたサービングセルの何れかに
対して前記第４の情報が設定されている場合、前記ＲＮＴＩをともなう物理下りリンク制
御チャネルは、前記ＲＮＴＩをともなう物理下りリンク制御チャネルをモニタするサブフ
レームにおける、プライマリーセルのコモンサーチスペースにおいてモニタされる基地局
装置である。
【００１４】
　（５）また、本発明の第５の態様は、基地局装置に用いられる通信方法であって、ＲＮ
ＴＩ（Radio Network Temporary Identifier）を示す第１の情報、ユーザ装置が前記ＲＮ
ＴＩをともなう物理下りリンク制御チャネルをモニタするサブフレームを示す第２の情報
、前記ＲＮＴＩをともなう物理下りリンク制御チャネルで送信される上りリンク－下りリ
ンク設定を示す複数の第３の情報、および、前記複数の第３の情報のうち、サービングセ
ルに対する第３の情報のインデックスを決定するための第４の情報を送信し、活性化され
たサービングセルの何れかに対して前記第４の情報が設定されている場合、前記ＲＮＴＩ
をともなう物理下りリンク制御チャネルは、前記ＲＮＴＩをともなう物理下りリンク制御
チャネルをモニタするサブフレームにおける、プライマリーセルのコモンサーチスペース
においてモニタされる通信方法である。
【００１５】
　（６）また、本発明の第６の態様は、基地局装置に実装される集積回路であって、ＲＮ
ＴＩ（Radio Network Temporary Identifier）を示す第１の情報、ユーザ装置が前記ＲＮ
ＴＩをともなう物理下りリンク制御チャネルをモニタするサブフレームを示す第２の情報
、前記ＲＮＴＩをともなう物理下りリンク制御チャネルで送信される上りリンク－下りリ
ンク設定を示す複数の第３の情報、および、前記複数の第３の情報のうち、サービングセ
ルに対する第３の情報のインデックスを決定するための第４の情報を送信する機能を含む
一連の機能を前記基地局装置に発揮させ、活性化されたサービングセルの何れかに対して
前記第４の情報が設定されている場合、前記ＲＮＴＩをともなう物理下りリンク制御チャ
ネルは、前記ＲＮＴＩをともなう物理下りリンク制御チャネルをモニタするサブフレーム
における、プライマリーセルのコモンサーチスペースにおいてモニタされる集積回路であ
る。 
【発明の効果】
【００１６】
　この発明のいくつかの態様によれば、ユーザ装置が、基地局装置と効率的に通信するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
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【図１】本実施形態の無線通信システムの概念図である。
【図２】本実施形態の無線フレームの概略構成を示す図である。
【図３】本実施形態のスロットの構成を示す図である。
【図４】本実施形態の下りリンクサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の配
置の一例を示す図である。
【図５】本実施形態の上りリンクサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の配
置の一例を示す図である。
【図６】本実施形態のスペシャルサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の配
置の一例を示す図である。
【図７】本実施形態におけるＵＬ－ＤＬ設定の一例を示す表である。
【図８】本実施形態における第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定および第１のＤＬ参照ＵＬ－
ＤＬ設定のセッティング方法を示すフロー図である。
【図９】本実施形態における第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング方法を示すフ
ロー図である。
【図１０】本実施形態における他のサービングセル（プライマリーセル）に対する第１の
ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、サービングセル（セカンダリーセル）に対する第１の
ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって形成されるペア、および、セカンダリーセルに対する第
２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定の対応を示す図である。
【図１１】本実施形態における第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング方法を示す
フロー図である。
【図１２】本実施形態におけるプライマリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定
、および、セカンダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって形成される
ペア、および、セカンダリーセルに対する第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定の対応を示す図
である。
【図１３】本実施形態におけるＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが配置されるサブ
フレームｎと前記ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが対応するＰＵＳＣＨが配置さ
れるサブフレームｎ＋ｋとの対応を示す図である。
【図１４】本実施形態におけるＰＵＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＵＳＣＨ
が対応するＰＨＩＣＨが配置されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を示す図である。
【図１５】本実施形態におけるＰＤＳＣＨが配置されるサブフレームｎ－ｋと前記ＰＤＳ
ＣＨが対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫが送信されるサブフレームｎとの対応を示す図である。
【図１６】本実施形態におけるServCellIndexと第３の情報のインデックスとの対応の設
定の一例を示す図である。
【図１７】本実施形態における第３の情報を含むＤＣＩフォーマット５の一例を示す図で
ある。
【図１８】本実施形態における第３の情報を含むＤＣＩフォーマット５のモニタリングに
対する設定インデックスの一例を示す図である。
【図１９】本実施形態における周期Ｔおよびオフセットｋの一例を示す図である。
【図２０】本実施形態の端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。
【図２１】本実施形態の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
【００１９】
　本実施形態では、端末装置は、複数のセルが設定される。端末装置が複数のセルを介し
て通信する技術をセルアグリゲーション、またはキャリアアグリゲーションと称する。端
末装置に対して設定される複数のセルのそれぞれにおいて、本発明が適用されてもよい。
また、設定された複数のセルの一部において、本発明が適用されてもよい。端末装置に設
定されるセルを、サービングセルとも称する。
【００２０】
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　設定された複数のサービングセルは、１つのプライマリーセルと１つまたは複数のセカ
ンダリーセルとを含む。プライマリーセルは、初期コネクション確立（initial connecti
on establishment）プロシージャが行なわれたサービングセル、コネクション再確立（co
nnection re-establishment）プロシージャを開始したサービングセル、または、ハンド
オーバプロシージャにおいてプライマリーセルと指示されたセルである。ＲＲＣコネクシ
ョンが確立された時点、または、後に、セカンダリーセルが設定されてもよい。
【００２１】
　本実施形態の無線通信システムは、ＴＤＤ（Time Division Duplex）方式が適用される
。セルアグリゲーションの場合には、複数のセルの全てに対してＴＤＤ方式が適用されて
もよい。また、セルアグリゲーションの場合には、ＴＤＤ方式が適用されるセルとＦＤＤ
（Frequency Division Duplex）方式が適用されるセルが集約されてもよい。セルアグリ
ゲーションの場合には、一部または全てのセルに対して本発明を適用することができる。
【００２２】
　図１は、本実施形態の無線通信システムの概念図である。図１において、無線通信シス
テムは、端末装置１Ａ～１Ｃ、および基地局装置３を具備する。以下、端末装置１Ａ～１
Ｃを端末装置１という。
【００２３】
　本実施形態の物理チャネルおよび物理信号について説明する。
【００２４】
　図１において、端末装置１から基地局装置３への上りリンクの無線通信では、以下の上
りリンク物理チャネルが用いられる。上りリンク物理チャネルは、上位層から出力された
情報を送信するために使用される。
・ＰＵＣＣＨ（Physical Uplink Control Channel）
・ＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）
・ＰＲＡＣＨ（Physical Random Access Channel）
【００２５】
　ＰＵＣＣＨは、上りリンク制御情報（Uplink Control Information: UCI）を送信する
ために用いられる物理チャネルである。
【００２６】
　ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータ（Uplink-Shared Channel: UL-SCH）を送信するため
に用いられる物理チャネルである。
【００２７】
　ＰＲＡＣＨは、ランダムアクセスプリアンブルを送信するために用いられる物理チャネ
ルである。ＰＲＡＣＨは、初期コネクション確立（initial connection establishment）
プロシージャ、ハンドオーバプロシージャ、コネクション再確立（connection re-establ
ishment）プロシージャ、上りリンク送信に対する同期（タイミング調整）、およびＰＵ
ＳＣＨリソースの要求を示すために用いられる。
【００２８】
　図１において、上りリンクの無線通信では、以下の上りリンク物理信号が用いられる。
上りリンク物理信号は、上位層から出力された情報を送信するために使用されないが、物
理層によって使用される。
・上りリンク参照信号（Uplink Reference Signal: UL RS）
【００２９】
　本実施形態において、以下の２つのタイプの上りリンク参照信号が用いられる。
・ＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）
・ＳＲＳ（Sounding Reference Signal）
【００３０】
　ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連する。ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨ
またはＰＵＣＣＨと時間多重される。基地局装置３は、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの伝
搬路補正を行なうためにＤＭＲＳを使用する。
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【００３１】
　ＳＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連しない。基地局装置３は、上りリ
ンクのチャネル状態を測定するためにＳＲＳを使用する。端末装置１は、上位層によって
設定された第１のリソースにおいて第１のＳＲＳを送信する。さらに、端末装置１は、Ｐ
ＤＣＣＨを介してＳＲＳの送信を要求することを示す情報を受信した場合に、上位層によ
って設定された第２のリソースにおいて第２のＳＲＳを１回のみ送信する。
【００３２】
　図１において、基地局装置３から端末装置１への下りリンクの無線通信では、以下の下
りリンク物理チャネルが用いられる。下りリンク物理チャネルは、上位層から出力された
情報を送信するために使用される。
・ＰＢＣＨ（Physical Broadcast Channel）
・ＰＣＦＩＣＨ（Physical Control Format Indicator Channel）
・ＰＨＩＣＨ（Physical Hybrid automatic repeat request Indicator Channel）
・ＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Control Channel）
・ＥＰＤＣＣＨ（Enhanced Physical Downlink Control Channel）
・ＰＤＳＣＨ（Physical Downlink Shared Channel）
・ＰＭＣＨ（Physical Multicast Channel）
【００３３】
　ＰＢＣＨは、端末装置１で共通に用いられるマスターインフォメーションブロック（Ma
ster Information Block: MIB, Broadcast Channel: BCH）を報知するために用いられる
。
【００３４】
　ＰＣＦＩＣＨは、ＰＤＣＣＨの送信に用いられる領域（ＯＦＤＭシンボル）を指示する
情報を送信するために用いられる。
【００３５】
　ＰＨＩＣＨは、基地局装置３が受信した上りリンクデータ（Uplink Shared Channel: U
L-SCH）に対するＡＣＫ（ACKnowledgement）またはＮＡＣＫ（Negative ACKnowledgement
）を示すＨＡＲＱインディケータ（ＨＡＲＱフィードバック、応答情報）を送信するため
に用いられる。
【００３６】
　ＰＤＣＣＨおよびＥＰＤＣＣＨは、下りリンク制御情報（Downlink Control Informati
on: DCI）を送信するために用いられる。下りリンク制御情報を、ＤＣＩフォーマットと
も称する。下りリンク制御情報は、少なくとも１つのＵＬ－ＤＬ設定を示す情報の送信の
ために用いられるＤＣＩフォーマット５、下りリンクグラント（downlink grant）および
上りリンクグラント（uplink grant）を含む。下りリンクグラントは、下りリンクアサイ
ンメント（downlink assignment）または下りリンク割り当て（downlink allocation）と
も称する。
【００３７】
　下りリンクグラントは、ＤＣＩフォーマット１ＡおよびＤＣＩフォーマット２Ｄを含む
。下りリンクグラントは、単一のセル内の単一のＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いら
れる。下りリンクグラントは、該下りリンクグラントが送信されたサブフレームと同じサ
ブフレーム内のＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる。
【００３８】
　上りリンクグラントは、ＤＣＩフォーマット０を含む。上りリンクグラントは、単一の
セル内の単一のＰＵＳＣＨのスケジューリングに用いられる。上りリンクグラントは、該
上りリンクグラントが送信されたサブフレームより４つ以上後のサブフレーム内の単一の
ＰＵＳＣＨのスケジューリングに用いられる。
【００３９】
　下りリンクグラントの送信のために用いられるＰＤＣＣＨおよびＥＰＤＣＣＨを第１の
ＰＤＣＣＨとも称する。尚、第１のＰＤＣＣＨは上りリンクグラントの送信のために用い



(9) JP 6260031 B2 2018.1.17

10

20

30

40

50

られてもよい。また、ＤＣＩフォーマット５の送信のために用いられるＰＤＣＣＨおよび
ＥＰＤＣＣＨを第２のＰＤＣＣＨとも称する。
【００４０】
　ＤＣＩフォーマットには、該ＤＣＩフォーマットから得られるＣＲＣ（Cyclic Redunda
ncy Check）パリティビットが付加される。ＤＣＩフォーマットに付加されるＣＲＣパリ
ティビットは、ＲＮＴＩ（Radio Network Temporary Identifier）でスクランブルされる
。上りリンクグラントおよび下りリンクグラントに付加されるＣＲＣパリティビットは、
Ｃ－ＲＮＴＩ（Cell-Radio Network Temporary Identifier）、または、ＳＰＳ　Ｃ－Ｒ
ＮＴＩ（Semi Persistent Scheduling Cell-Radio Network Temporary Identifier）でス
クランブルされる。Ｃ－ＲＮＴＩおよびＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、セル内において端末装
置を識別するための識別子である。ＤＣＩフォーマット５に付加されるＣＲＣパリティビ
ットは、ＴＤＤ－ＲＮＴＩでスクランブルされる。
【００４１】
　すなわち、第１のＰＤＣＣＨはＣ－ＲＮＴＩまたはＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩによって特定
され、第２のＰＤＣＣＨはＴＤＤ－ＲＮＴＩによって特定される。
【００４２】
　第１のＰＤＣＣＨを、Ｃ－ＲＮＴＩまたはＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩによってスクランブル
されたＣＲＣをともなうＰＤＣＣＨとも称する。第２のＰＤＣＣＨを、ＴＤＤ－ＲＮＴＩ
によってスクランブルされたＣＲＣをともなうＰＤＣＣＨとも称する。
【００４３】
　下りリンクグラントおよび上りリンクグラントは、ＣＳＳ（Common Search Space）、
または、ＵＳＳ（UE-specific Search Space）において送受信されてもよい。ＣＳＳは、
複数の端末装置１が共通してＰＤＣＣＨのモニタを行う領域である。ＵＳＳは、少なくと
もＣ－ＲＮＴＩ（Cell-Radio Network Temporary Identifier）に基づいて定義される領
域である。ＵＳＳは、ＰＤＣＣＨがモニタされるＰＤＣＣＨ　ＵＳＳ、および、ＥＰＤＣ
ＣＨがモニタされるＥＰＤＣＣＨ　ＵＳＳを含む。
【００４４】
　基地局装置３は、プライマリーセルのＣＳＳのみでＤＣＩフォーマット５をともなう第
２のＰＤＣＣＨを送信することが好ましい。端末装置１は、プライマリーセルのＣＳＳの
みでＤＣＩフォーマット５をともなう第２のＰＤＣＣＨをモニタすることが好ましい。端
末装置１は、プライマリーセルのＣＳＳでＤＣＩフォーマット５をともなう第２のＰＤＣ
ＣＨのデコードを試みてもよい。
【００４５】
　Ｃ－ＲＮＴＩは、単一のサブフレームにおけるＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨを制御する
ために用いられる。ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨのリソースを
周期的に割り当てるために用いられる。
【００４６】
　ＰＤＳＣＨは、下りリンクデータ（Downlink Shared Channel: DL-SCH）を送信するた
めに用いられる。
【００４７】
　ＰＭＣＨは、マルチキャストデータ（Multicast Channel: MCH）を送信するために用い
られる。
【００４８】
　図１において、下りリンクの無線通信では、以下の下りリンク物理信号が用いられる。
下りリンク物理信号は、上位層から出力された情報を送信するために使用されないが、物
理層によって使用される。
・同期信号（Synchronization signal: SS）
・下りリンク参照信号（Downlink Reference Signal: DL RS）
【００４９】
　同期信号は、端末装置１が下りリンクの周波数領域および時間領域の同期をとるために
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用いられる。ＴＤＤ方式において、同期信号は無線フレーム内のサブフレーム０、１、５
、６に配置される。ＦＤＤ方式において、同期信号は無線フレーム内のサブフレーム０と
５に配置される。
【００５０】
　下りリンク参照信号は、端末装置１が下りリンク物理チャネルの伝搬路補正を行なうた
めに用いられる。下りリンク参照信号は、端末装置１が下りリンクのチャネル状態情報を
算出するために用いられる。
【００５１】
　本実施形態において、以下の５つのタイプの下りリンク参照信号が用いられる。
・ＣＲＳ（Cell-specific Reference Signal）
・ＰＤＳＣＨに関連するＵＲＳ（UE-specific Reference Signal）
・ＥＰＤＣＣＨに関連するＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）
・ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ（Non-Zero Power Chanel State Information - Reference Sign
al）
・ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ（Zero Power Chanel State Information - Reference Signal）
・ＭＢＳＦＮ　ＲＳ（Multimedia Broadcast and Multicast Service over Single Frequ
ency Network Reference signal）
・ＰＲＳ（Positioning Reference Signal）
【００５２】
　ＣＲＳは、サブフレームの全帯域で送信される。ＣＲＳは、ＰＢＣＨ／ＰＤＣＣＨ／Ｐ
ＨＩＣＨ／ＰＣＦＩＣＨ／ＰＤＳＣＨの復調を行なうために用いられる。ＣＲＳは、端末
装置１が下りリンクのチャネル状態情報を算出するために用いられてもよい。ＰＢＣＨ／
ＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨ／ＰＣＦＩＣＨは、ＣＲＳの送信に用いられるアンテナポートで
送信される。
【００５３】
　ＰＤＳＣＨに関連するＵＲＳは、ＵＲＳが関連するＰＤＳＣＨの送信に用いられるサブ
フレームおよび帯域で送信される。ＵＲＳは、ＵＲＳが関連するＰＤＳＣＨの復調を行な
うために用いられる。
【００５４】
　ＰＤＳＣＨは、ＣＲＳまたはＵＲＳの送信に用いられるアンテナポートで送信される。
ＤＣＩフォーマット１Ａは、ＣＲＳの送信に用いられるアンテナポートで送信されるＰＤ
ＳＣＨのスケジューリングに用いられる。ＤＣＩフォーマット２Ｄは、ＵＲＳの送信に用
いられるアンテナポートで送信されるＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる。
【００５５】
　ＥＰＤＣＣＨに関連するＤＭＲＳは、ＤＭＲＳが関連するＥＰＤＣＣＨの送信に用いら
れるサブフレームおよび帯域で送信される。ＤＭＲＳは、ＤＭＲＳが関連するＥＰＤＣＣ
Ｈの復調を行なうために用いられる。ＥＰＤＣＣＨは、ＤＭＲＳの送信に用いられるアン
テナポートで送信される。
【００５６】
　ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳは、設定されたサブフレームで送信される。ＮＺＰ　ＣＳＩ－Ｒ
Ｓが送信されるリソースは、基地局装置が設定する。ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳは、端末装置
１が下りリンクのチャネル状態情報を算出するために用いられる。端末装置１は、ＮＺＰ
　ＣＳＩ－ＲＳを用いて信号測定（チャネル測定）を行なう。
【００５７】
　ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳのリソースは、基地局装置３が設定する。基地局装置３は、ＺＰ　
ＣＳＩ－ＲＳをゼロ出力で送信する。つまり、基地局装置３は、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳを送
信しない。基地局装置３は、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳの設定したリソースにおいて、ＰＤＳＣ
ＨおよびＥＰＤＣＣＨを送信しない。例えば、あるセルにおいてＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳが
対応するリソースにおいて、端末装置１は、干渉を測定することができる。
【００５８】
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　ＭＢＳＦＮ　ＲＳは、ＰＭＣＨの送信に用いられるサブフレームの全帯域で送信される
。ＭＢＳＦＮ　ＲＳは、ＰＭＣＨの復調を行なうために用いられる。ＰＭＣＨは、ＭＢＳ
ＦＮ　ＲＳの送信用いられるアンテナポートで送信される。
【００５９】
　ＰＲＳは、端末装置が、自装置の地理的な位置を測定するために用いられる。
【００６０】
　下りリンク物理チャネルおよび下りリンク物理信号を総称して、下りリンク信号と称す
る。上りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理信号を総称して、上りリンク信号と称
する。下りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理チャネルを総称して、物理チャネル
と称する。下りリンク物理信号および上りリンク物理信号を総称して、物理信号と称する
。
【００６１】
　ＢＣＨ、ＭＣＨ、ＵＬ－ＳＣＨおよびＤＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネルである
。媒体アクセス制御（Medium Access Control: MAC）層で用いられるチャネルをトランス
ポートチャネルと称する。ＭＡＣ層で用いられるトランスポートチャネルの単位を、トラ
ンスポートブロック（transport block: TB）またはＭＡＣ　ＰＤＵ（Protocol Data Uni
t）とも称する。ＭＡＣ層においてトランスポートブロック毎にＨＡＲＱ（Hybrid Automa
tic Repeat reQuest）の制御が行なわれる。トランスポートブロックは、ＭＡＣ層が物理
層に渡す（deliver）データの単位である。物理層において、トランスポートブロックは
コードワードにマップされ、コードワード毎に符号化処理が行なわれる。
【００６２】
　以下、本実施形態の無線フレーム（radio frame）の構成について説明する。
【００６３】
　図２は、本実施形態の無線フレームの概略構成を示す図である。無線フレームのそれぞ
れは、１０ｍｓ長である。図２において、横軸は時間軸である。また、無線フレームのそ
れぞれは２つのハーフフレームから構成される。ハーフフレームのそれぞれは、５ｍｓ長
である。ハーフフレームのそれぞれは、５のサブフレームから構成される。サブフレーム
のそれぞれは、１ｍｓ長であり、２つの連続するスロットによって定義される。スロット
のそれぞれは、０．５ｍｓ長である。無線フレーム内のｉ番目のサブフレームは、（２×
ｉ）番目のスロットと（２×ｉ＋１）番目のスロットとから構成される。つまり、１０ｍ
ｓ間隔のそれぞれにおいて、１０個のサブフレームが利用できる。
【００６４】
　本実施形態では、以下の３つのタイプのサブフレームを定義する。
・下りリンクサブフレーム（第１のサブフレーム）
・上りリンクサブフレーム（第２のサブフレーム）
・スペシャルサブフレーム（第３のサブフレーム）
【００６５】
　下りリンクサブフレームは下りリンク送信のためにリザーブされるサブフレームである
。上りリンクサブフレームは上りリンク送信のためにリザーブされるサブフレームである
。スペシャルサブフレームは３つのフィールドから構成される。該３つのフィールドは、
ＤｗＰＴＳ（Downlink Pilot Time Slot）、ＧＰ（Guard Period）、およびＵｐＰＴＳ（
Uplink Pilot Time Slot）である。ＤｗＰＴＳ、ＧＰ、およびＵｐＰＴＳの合計の長さは
１ｍｓである。ＤｗＰＴＳは下りリンク送信のためにリザーブされるフィールドである。
ＵｐＰＴＳは上りリンク送信のためにリザーブされるフィールドである。ＧＰは下りリン
ク送信および上りリンク送信が行なわれないフィールドである。尚、スペシャルサブフレ
ームは、ＤｗＰＴＳおよびＧＰのみによって構成されてもよいし、ＧＰおよびＵｐＰＴＳ
のみによって構成されてもよい。
【００６６】
　単一の無線フレームは、少なくとも下りリンクサブフレーム、上りリンクサブフレーム
、およびスペシャルサブフレームから構成される。
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【００６７】
　以下、本実施形態のスロットの構成について説明する。
【００６８】
　図３は、本実施形態のスロットの構成を示す図である。本実施形態では、ＯＦＤＭシン
ボルに対してノーマルＣＰ（normal Cyclic Prefix）が適用される。尚、ＯＦＤＭシンボ
ルに対して拡張ＣＰ（extended Cyclic Prefix）が適用されてもよい。スロットのそれぞ
れにおいて送信される物理信号または物理チャネルは、リソースグリッドによって表現さ
れる。図３において、横軸は時間軸であり、縦軸は周波数軸である。下りリンクにおいて
、リソースグリッドは複数のサブキャリアと複数のＯＦＤＭシンボルによって定義される
。上りリンクにおいて、リソースグリッドは複数のサブキャリアと複数のＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボルによって定義される。１つのスロットを構成するサブキャリアの数は、セルの帯
域幅に依存する。１つのスロットを構成するＯＦＤＭシンボルまたはＳＣ－ＦＤＭＡシン
ボルの数は７である。リソースグリッド内のエレメントのそれぞれをリソースエレメント
と称する。リソースエレメントは、サブキャリアの番号とＯＦＤＭシンボルまたはＳＣ－
ＦＤＭＡシンボルの番号とを用いて識別する。
【００６９】
　リソースブロックは、ある物理チャネル（ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨなど）のリソー
スエレメントへのマッピングを表現するために用いられる。リソースブロックは、仮想リ
ソースブロックと物理リソースブロックが定義される。ある物理チャネルは、まず仮想リ
ソースブロックにマップされる。その後、仮想リソースブロックは、物理リソースブロッ
クにマップされる。１つの物理リソースブロックは、時間領域において７個の連続するＯ
ＦＤＭシンボルまたはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルと周波数領域において１２個の連続するサ
ブキャリアとから定義される。ゆえに、１つの物理リソースブロックは（７×１２）個の
リソースエレメントから構成される。また、１つの物理リソースブロックは、時間領域に
おいて１つのスロットに対応し、周波数領域において１８０ｋＨｚに対応する。物理リソ
ースブロックは周波数領域において０から番号が付けられる。
【００７０】
　以下、サブフレームのそれぞれにおいて送信される物理チャネルおよび物理信号につい
て説明する。
【００７１】
　図４は、本実施形態の下りリンクサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の
配置の一例を示す図である。図４において、横軸は時間軸であり、縦軸は周波数軸である
。基地局装置３は、下りリンクサブフレームにおいて、下りリンク物理チャネル（ＰＢＣ
Ｈ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ）、および下り
リンク物理信号（同期信号、下りリンク参照信号）を送信してもよい。尚、ＰＢＣＨは無
線フレーム内のサブフレーム０のみで送信される。尚、下りリンク参照信号は周波数領域
および時間領域において分散するリソースエレメントに配置される。説明の簡略化のため
図４において下りリンク参照信号は図示しない。
【００７２】
　ＰＤＣＣＨ領域において、複数のＰＤＣＣＨが周波数および時間多重されてもよい。Ｅ
ＰＤＣＣＨ領域において、複数のＥＰＤＣＣＨが周波数、時間、および空間多重されても
よい。ＰＤＳＣＨ領域において、複数のＰＤＳＣＨが周波数および空間多重されてもよい
。ＰＤＣＣＨとＰＤＳＣＨまたはＥＰＤＣＣＨは時間多重されてもよい。ＰＤＳＣＨとＥ
ＰＤＣＣＨは周波数多重されてもよい。
【００７３】
　図５は、本実施形態の上りリンクサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の
配置の一例を示す図である。図５において、横軸は時間軸であり、縦軸は周波数軸である
。端末装置１は、上りリンクサブフレームにおいて、上りリンク物理チャネル（ＰＵＣＣ
Ｈ、ＰＵＳＣＨ、ＰＲＡＣＨ）、および上りリンク物理信号（ＤＭＲＳ、ＳＲＳ）を送信
してもよい。ＰＵＣＣＨ領域において、複数のＰＵＣＣＨが周波数、時間、および符合多
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重される。ＰＵＳＣＨ領域において、複数のＰＵＳＣＨが周波数および空間多重されても
よい。ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨは周波数多重されてもよい。ＰＲＡＣＨは単一のサブフレ
ームまたは２つのサブフレームにわたって配置されてもよい。また、複数のＰＲＡＣＨが
符号多重されてもよい。
【００７４】
　ＳＲＳは上りリンクサブフレーム内の最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを用いて送信され
る。つまり、ＳＲＳは上りリンクサブフレーム内の最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに配置
される。端末装置１は、単一のセルの単一のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにおいて、ＳＲＳと
ＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨ／ＰＲＡＣＨを同時に送信することはできない。端末装置１は、
単一のセルの単一の上りリンクサブフレームにおいて、該上りリンクサブフレーム内の最
後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを除くＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを用いてＰＵＳＣＨおよび／
またはＰＵＣＣＨを送信し、該上りリンクサブフレーム内の最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ルを用いてＳＲＳを送信することができる。つまり、単一のセルの単一の上りリンクサブ
フレームにおいて、端末装置１は、ＳＲＳとＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨの両方を送信するこ
とができる。尚、ＤＭＲＳはＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨと時間多重される。説明の簡略
化のため図５においてＤＭＲＳは図示しない。
【００７５】
　図６は、本実施形態のスペシャルサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の
配置の一例を示す図である。図６において、横軸は時間軸であり、縦軸は周波数軸である
。図６において、ＤｗＰＴＳはスペシャルサブフレーム内の１番目から１０番目のＳＣ－
ＦＤＭＡシンボルから構成され、ＧＰはスペシャルサブフレーム内の１１番目と１２番目
のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルから構成され、ＵｐＰＴＳはスペシャルサブフレーム内の１３
番目と１４番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルから構成される。
【００７６】
　基地局装置３は、スペシャルサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨ
ＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、同期信号、および、下りリンク参照信
号を送信してもよい。基地局装置３は、スペシャルサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、
ＰＢＣＨを送信しない。端末装置１は、スペシャルサブフレームのＵｐＰＴＳにおいて、
ＰＲＡＣＨ、およびＳＲＳを送信してもよい。つまり、端末装置１は、スペシャルサブフ
レームのＵｐＰＴＳにおいて、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、およびＤＭＲＳを送信しない。
【００７７】
　以下、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定（uplink reference uplink-downlink configura
tion）、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定（downlink reference uplink-downlink configu
ration）、第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、送
信方向ＵＬ－ＤＬ設定（transmission direction uplink-downlink configuration）につ
いて説明する。
【００７８】
　第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２のＵＬ参照ＵＬ
－ＤＬ設定、第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定は、ＵＬ
－ＤＬ設定（uplink - downlink configuration, UL - DL configuration）によって定義
される。
【００７９】
　ＵＬ－ＤＬ設定は、無線フレーム内におけるサブフレームのパターンに関する設定であ
る。ＵＬ－ＤＬ設定は、無線フレーム内におけるサブフレームのそれぞれが、下りリンク
サブフレーム、上りリンクサブフレーム、および、スペシャルサブフレームの何れである
かを示す。
【００８０】
　つまり、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第１のＤＬ
参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定
は、無線フレーム内における下りリンクサブフレーム、上りリンクサブフレーム、および
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、スペシャルサブフレームのパターンによって定義される。
【００８１】
　下りリンクサブフレーム、上りリンクサブフレーム、および、スペシャルサブフレーム
のパターンとは、サブフレーム＃０から＃９のそれぞれが、下りリンクサブフレーム、上
りリンクサブフレーム、および、スペシャルサブフレームのいずれであるかを示すもので
あり、好ましくは、ＤとＵとＳ（それぞれ下りリンクサブフレーム、上りリンクサブフレ
ーム、および、スペシャルサブフレームを示す）の長さ１０となる任意の組み合わせで表
現される。より好ましくは、先頭（つまりサブフレーム＃０）がＤで、２番目（つまりサ
ブフレーム＃１）がＳである。
【００８２】
　図７は、本実施形態におけるＵＬ－ＤＬ設定の一例を示す表である。図７において、Ｄ
は下りリンクサブフレームを示し、Ｕは上りリンクサブフレームを示し、Ｓはスペシャル
サブフレームを示す。
【００８３】
　第１または第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定としてＵＬ－ＤＬ設定ｉがセットされること
を、第１または第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定ｉがセットされると称する。第１または第
２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定としてＵＬ－ＤＬ設定ｉがセットされることを、第１または
第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定ｉがセットされると称する。送信方向ＵＬ－ＤＬ設定とし
てＵＬ－ＤＬ設定ｉがセットされることを、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定ｉがセットされると
称する。
【００８４】
　以下、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、送信
方向ＵＬ－ＤＬ設定にセッティング方法ついて説明する。
【００８５】
　基地局装置３は、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、お
よび、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定を決定する。基地局装置３は、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ
設定を示す第１の情報（TDD-Config）、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を示す第２の情報
、および、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定を示す第３の情報を、端末装置１に送信する。
【００８６】
　複数のサービングセルのそれぞれに対して、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２のＵ
Ｌ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定
、および、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定が定義されてもよい。
【００８７】
　基地局装置３は、サービングセルのそれぞれに対する、第１の情報、第２の情報、およ
び、第３の情報を、複数のサービングセルが設定された端末装置１に送信する。尚、サー
ビングセルのそれぞれに対して、第１の情報、第２の情報、および、第３の情報が定義さ
れてもよい。
【００８８】
　複数のサービングセルが設定された端末装置１は、サービングセルのそれぞれに対して
、第１の情報、第２の情報、および、第３の情報に基づいて、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ
設定、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、送信方向ＤＬ－ＵＬ設定をセットしても
よい。
【００８９】
　プライマリーセルに対する第１の情報は、システムインフォメーションブロックタイプ
１メッセージ、または、ＲＲＣメッセージに含まれることが好ましい。セカンダリーセル
に対する第１の情報は、ＲＲＣメッセージに含まれることが好ましい。プライマリーセル
に対する第２の情報は、ＲＲＣメッセージに含まれることが好ましい。セカンダリーセル
に対する第２の情報は、ＲＲＣメッセージに含まれることが好ましい。プライマリーセル
に対する第３の情報は、ＤＣＩフォーマット５に含まれることが好ましい。セカンダリー
セルに対する第３の情報は、ＤＣＩフォーマット５に含まれることが好ましい。
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【００９０】
　システムインフォメーションブロックタイプ１メッセージは、SFN mod 8 = 0を満たす
無線フレームのサブフレーム５においてＰＤＳＣＨを介して初期送信が行われ、SFN mod 
2= 0を満たす他の無線フレームにおけるサブフレーム５において再送信（repetition）が
行なわれる。システムインフォメーションブロックタイプ１メッセージは、スペシャルサ
ブフレームの構成（ＤｗＰＴＳ、ＧＰ、およびＵｐＰＴＳの長さ）を示す情報を含む。シ
ステムインフォメーションブロックタイプ１メッセージは、セル固有の情報である。
【００９１】
　ＲＲＣメッセージはＰＤＳＣＨを介して伝送される。ＲＲＣメッセージは、ＲＲＣ層に
おいて処理される情報／信号である。ＲＲＣメッセージは、セル内の複数の端末装置１に
対して共通であってもよいし、特定の端末装置１に対して専用であってもよい。
【００９２】
　以下、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッ
ティング方法についてより詳細に説明する。
【００９３】
　図８は、本実施形態における第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定および第１のＤＬ参照ＵＬ
－ＤＬ設定のセッティング方法を示すフロー図である。端末装置１は、複数のサービング
セルのそれぞれに対して、図８におけるセッティング方法を実行する。
【００９４】
　端末装置１は、あるサービングセルに対して、第１の情報に基づいて第１のＵＬ参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定をセットする（Ｓ８００）。端末装置１は、該あるサービングセルに対する
第２の情報を受信しているかどうかを判断する（Ｓ８０２）。端末装置１は、該あるサー
ビングセルに対する第２の情報を受信している場合は、該あるサービングセルに対して、
該あるサービングセルに対する第２の情報に基づいて第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセ
ットする（Ｓ８０６）。端末装置１は、該あるサービングセルに対する第２の情報を受信
していない場合は（else/otherwise）、該あるサービングセルに対して、該あるサービン
グセルに対する第１の情報に基づいて第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットする（Ｓ８
０４）。
【００９５】
　第１の情報に基づいて第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定および第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ
設定がセットされているサービングセルを、ダイナミックＴＤＤが設定されていないサー
ビングセルとも称する。第２の情報に基づいて第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定がセットさ
れているサービングセルを、ダイナミックＴＤＤが設定されているサービングセルとも称
する。
【００９６】
　また、あるサービングセルに対する第２の情報を受信していない場合は、第１のＵＬ参
照ＵＬ－ＤＬ設定および第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定は定義されなくてもよい。端末装
置１は、あるサービングセルに対する第２の情報を受信していない場合は、該あるサービ
ングセルに対して、該あるサービングセルに対する第１の情報に基づいて１つのＵＬ－Ｄ
Ｌ設定をセットしてもよい。
【００９７】
　第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定は、サービングセルにおいて、上りリンクの送信が可能
または不可能なサブフレームを特定するために少なくとも用いられる。端末装置１は、第
１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームとして指示されたサブフレ
ームにおいて上りリンクの送信を行なわない。端末装置１は、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ
設定によってスペシャルサブフレームとして指示されたサブフレームのＤｗＰＴＳおよび
ＧＰにおいて上りリンクの送信を行なわない。
【００９８】
　第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定は、サービングセルにおいて、下りリンクの送信が可能
または不可能なサブフレームを特定するために少なくとも用いられる。端末装置１は、第
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１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサブフレームとして指示されたサブフレ
ームにおいて下りリンクの送信を行なわない。端末装置１は、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ
設定によってスペシャルサブフレームとして指示されたサブフレームのＵｐＰＴＳおよび
ＧＰにおいて下りリンクの送信を行なわない。
【００９９】
　第１の情報に基づいて第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットしている端末装置１は、
第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定または第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって指示された
下りリンクサブフレームまたはスペシャルサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて下りリンク
の信号を用いた測定（例えば、チャネル状態情報に関する測定）を行なってもよい。
【０１００】
　以下、第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング方法について説明する。
【０１０１】
　端末装置１に対して複数のサービングセルが設定されており、少なくとも２つのサービ
ングセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合に、端末装置１および基地
局装置３は第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットする。
【０１０２】
　端末装置１に対して複数のサービングセルが設定されており、少なくとも２つのサービ
ングセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合以外は、端末装置１および
基地局装置３は第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットしなくてもよい。
【０１０３】
　少なくとも２つのサービングセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合
以外は、全てのサービングセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が同じ場合である
。端末装置１に対して１つのサービングセルが設定されている場合は、端末装置１および
基地局装置３は第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットしなくてもよい。
【０１０４】
　図９は、本実施形態における第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング方法を示す
フロー図である。図９において、端末装置１に対して、１つのプライマリーセルと１つの
セカンダリーセルが設定されている。端末装置１は、プライマリーセルおよびセカンダリ
ーセルのそれぞれに対して、図９におけるセッティング方法を実行する。
【０１０５】
　端末装置１は、プライマリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカン
ダリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なるかどうかを判断する（Ｓ９０
０）。端末装置１は、プライマリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセ
カンダリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が同じ場合は、第２のＵＬ参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定をセットせずに、第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング処理を終了
する。
【０１０６】
　端末装置１は、プライマリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカン
ダリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、サービングセルがプ
ライマリーセルであるか、セカンダリーセルであるか、および／または、他のサービング
セルにおいて、サービングセルに対応しＣＩＦ（Carrier Indicator Field）をともなう
第１のＰＤＣＣＨをモニタするように設定されているかを判断する（Ｓ９０２）。
【０１０７】
　サービングセルがセカンダリーセルであり、端末装置１が他のサービングセル（プライ
マリーセル）において、サービングセル（セカンダリーセル）に対応しＣＩＦをともなう
第１のＰＤＣＣＨをモニタするように設定されている場合は、他のサービングセル（プラ
イマリーセル）に対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、サービングセル（セカ
ンダリーセル）に対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって形成されるペアに基づい
て、サービングセル（セカンダリーセル）に対する第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセッ
トする（Ｓ９０４）。
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【０１０８】
　Ｓ９０４において、端末装置１は、図１０の表に基づいて、サービングセル（セカンダ
リーセル）に対する第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットする。図１０は、本実施形態
における他のサービングセル（プライマリーセル）に対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設
定、および、サービングセル（セカンダリーセル）に対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設
定によって形成されるペア、および、セカンダリーセルに対する第２のＵＬ参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定の対応を示す図である。
【０１０９】
　図１０において、プライマリーセルＵＬ－ＤＬ設定は、他のサービングセル（プライマ
リーセル）に対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。図１０において、セカン
ダリーセルＵＬ－ＤＬ設定は、サービングセル（セカンダリーセル）に対する第１のＵＬ
参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。
【０１１０】
　例えば、他のサービングセル（プライマリーセル）に対して第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ
設定０をセットし、サービングセル（セカンダリーセル）に対して第１のＵＬ参照ＵＬ－
ＤＬ設定２をセットしている場合は、セカンダリーセルに対して第２のＵＬ参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定１をセットする。
【０１１１】
　サービングセルがプライマリーセルである、または、サービングセルがセカンダリーセ
ルであり、端末装置１が他のサービングセル（プライマリーセル）において、サービング
セル（セカンダリーセル）に対応しＣＩＦをともなう第１のＰＤＣＣＨをモニタするよう
に設定されていない場合は、サービングセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を、
サービングセルに対する第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定にセットする（Ｓ９０６）。
【０１１２】
　基地局装置３は、図９のセッティング方法に基づいて、第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定
をセットする。
【０１１３】
　ＣＩＦをともなう第１のＰＤＣＣＨをモニタすることは、ＣＩＦを含むＤＣＩフォーマ
ットに応じて第１のＰＤＣＣＨのデコードを試みることを意味する。ＣＩＦは、キャリア
インディケータがマップされるフィールドである。キャリアインディケータの値は、該キ
ャリアインディケータが関連するＤＣＩフォーマットが対応するサービングセルを示す。
【０１１４】
　他のサービングセルにおいて、サービングセルに対応するＣＩＦをともなう第１のＰＤ
ＣＣＨＨをモニタするように設定されている端末装置１は、該他のサービングセルにおい
てＣＩＦをともなう第１のＰＤＣＣＨをモニタする。
【０１１５】
　他のサービングセルにおいて、サービングセルに対応しＣＩＦをともなう第１のＰＤＣ
ＣＨをモニタするように設定されていない端末装置１は、該サービングセルにおいてＣＩ
Ｆをともなう、または、ＣＩＦをともなわない第１のＰＤＣＣＨをモニタする。
【０１１６】
　他のサービングセルにおいて、サービングセルに対応しＣＩＦをともなう第１のＰＤＣ
ＣＨをモニタするように設定されていない端末装置１は、該サービングセルにおいて、該
サービングセルに対する第３の情報を第１のＰＤＣＣＨを介して受信することが好ましい
。
【０１１７】
　プライマリーセルに対する第１のＰＤＣＣＨは、プライマリーセルにおいて送信される
。
【０１１８】
　基地局装置３は、プライマリーセルにおいて送信されるＤＣＩフォーマットにＣＩＦが
含まれるかどうかを示すパラメータ（cif-Presence-r10）を、端末装置１に送信する。
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【０１１９】
　基地局装置３は、セカンダリーセルのそれぞれに対して、クロスキャリアスケジューリ
ングに関連するパラメータ（CrossCarrierSchedulingConfig-r10）を、端末装置１に送信
する。
【０１２０】
　パラメータ（CrossCarrierSchedulingConfig-r10）は、関連するセカンダリーセルに対
応する第１のＰＤＣＣＨが、該セカンダリーセルで送信されるか、他のサービングセルで
送信されるかを示すパラメータ（schedulingCellInfo-r10）を含む。
【０１２１】
　パラメータ（schedulingCellInfo-r10）が、関連するセカンダリーセルに対応する第１
のＰＤＣＣＨが該セカンダリーセルで送信されることを示している場合、パラメータ（sc
hedulingCellInfo-r10）は、該セカンダリーセルにおいて送信されるＤＣＩフォーマット
（下りリンクアサインメント、上りリンクグラント）にＣＩＦが含まれるかどうかを示す
パラメータ（cif-Presence-r10）を含む。
【０１２２】
　パラメータ（schedulingCellInfo-r10）が、関連するセカンダリーセルに対応する第１
のＰＤＣＣＨが他のサービングセルで送信されることを示している場合、パラメータ（sc
hedulingCellInfo-r10）は、関連する前記セカンダリーセルに対する下りリンク割り当て
、および、上りリンクグラントが何れのサービングセルで送られるかを示すパラメータ（
schedulingCellId）を含む。
【０１２３】
　以下、第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング方法について説明する。
【０１２４】
　端末装置１に対して複数のサービングセルが設定されており、少なくとも２つのサービ
ングセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合に、端末装置１および基地
局装置３は第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットする。端末装置１に対して複数のサー
ビングセルが設定されており、少なくとも２つのサービングセルに対する第１のＤＬ参照
ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合以外は、端末装置１および基地局装置３は第２のＤＬ参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定をセットしなくてもよい。
【０１２５】
　少なくとも２つのサービングセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合
以外は、全てのサービングセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が同じ場合である
。端末装置１に対して１つのサービングセルが設定されている場合は、端末装置１および
基地局装置３は第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットしなくてもよい。
【０１２６】
　図１１は、本実施形態における第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング方法を示
すフロー図である。図１１において、端末装置１に対して、１つのプライマリーセルと１
つのセカンダリーセルが設定されている。端末装置１は、プライマリーセルおよびセカン
ダリーセルのそれぞれに対して、図１１におけるセッティング方法を実行する。
【０１２７】
　端末装置１は、プライマリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカン
ダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なるかどうかを判断する（Ｓ１１
００）。端末装置１は、プライマリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定および
セカンダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が同じ場合は、第２のＤＬ参照
ＵＬ－ＤＬ設定をセットせずに、第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング処理を終
了する。
【０１２８】
　端末装置１は、プライマリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカン
ダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、サービングセルがプ
ライマリーセルであるか、セカンダリーセルであるかを判断する（Ｓ１１０２）。
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【０１２９】
　サービングセルがセカンダリーセルである場合は、他のサービングセル（プライマリー
セル）に対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、サービングセル（セカンダリー
セル）に対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって形成されるペアに基づいて、サー
ビングセル（セカンダリーセル）に対する第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットする（
Ｓ１１０４）。
【０１３０】
　Ｓ１１０４において、端末装置１は、図１２の表に基づいて、サービングセル（セカン
ダリーセル）に対する第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットする。図１２は、本実施形
態におけるプライマリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、セカンダ
リーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって形成されるペア、および、セカ
ンダリーセルに対する第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定の対応を示す図である。
【０１３１】
　図１２において、プライマリーセルＵＬ－ＤＬ設定は、プライマリーセルに対する第１
のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。図１２において、セカンダリーセルＵＬ－ＤＬ設
定は、セカンダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。
【０１３２】
　プライマリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、セカンダリーセル
に対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって形成されるペアが、図１２のセット１に
属する場合は、セカンダリーセルに対する第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定はセット１にお
いて定義されている。
【０１３３】
　端末装置１がプライマリーセルにおいて、セカンダリーセルに対応しＣＩＦをともなう
第１のＰＤＣＣＨをモニタするように設定されておらず、プライマリーセルに対する第１
のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、セカンダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定によって形成されるペアが、図１２のセット２に属する場合は、セカンダリーセル
に対する第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定はセット２において定義されている。
【０１３４】
　端末装置１がプライマリーセルにおいて、セカンダリーセルに対応しＣＩＦをともなう
第１のＰＤＣＣＨをモニタするように設定されておらず、プライマリーセルに対する第１
のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、セカンダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定によって形成されるペアが、図１２のセット３に属する場合は、セカンダリーセル
に対する第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定はセット３において定義されている。
【０１３５】
　端末装置１がプライマリーセルにおいて、セカンダリーセルに対応しＣＩＦをともなう
第１のＰＤＣＣＨをモニタするように設定されており、プライマリーセルに対する第１の
ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、セカンダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ
設定によって形成されるペアが、図１２のセット４に属する場合は、セカンダリーセルに
対する第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定はセット４において定義されている。
【０１３６】
　端末装置１がプライマリーセルにおいて、セカンダリーセルに対応しＣＩＦをともなう
第１のＰＤＣＣＨをモニタするように設定されており、プライマリーセルに対する第１の
ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、セカンダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ
設定によって形成されるペアが、図１２のセット５に属する場合は、セカンダリーセルに
対する第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定はセット５において定義されている。
【０１３７】
　例えば、プライマリーセルに対して第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定１をセットし、セカ
ンダリーセルに対して第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定０をセットしている場合は、セカン
ダリーセルに対して第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定１をセットする。
【０１３８】
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　サービングセルがプライマリーセルである場合は、サービングセル（プライマリーセル
）に対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を、サービングセル（プライマリーセル）に対
する第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定にセットする（Ｓ１１０６）。
【０１３９】
　尚、基地局装置３は、図１１のセッティング方法に基づいて、第２のＤＬ参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定をセットする。
【０１４０】
　第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定と第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ
設定と称し、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定と第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をＤＬ参照
ＵＬ－ＤＬ設定と称する。
【０１４１】
　以下、１つのプライマリーセルが設定されている場合、または、１つのプライマリーセ
ルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセルに対する第１のＵＬ参照
ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が同じ場
合は、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定は第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定である。
【０１４２】
　また、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリ
ーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１のＵ
Ｌ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定は第２のＵＬ参照ＵＬ－
ＤＬ設定である。
【０１４３】
　また、１つのプライマリーセルが設定されている場合、または、１つのプライマリーセ
ルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセルに対する第１のＤＬ参照
ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が同じ場
合は、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定は第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定である。
【０１４４】
　また、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリ
ーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１のＤ
Ｌ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定は第２のＤＬ参照ＵＬ－
ＤＬ設定である。
【０１４５】
　ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサブフレームとして指示され、ＤＬ参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームとして指示されたサブフレームを、第１の
フレキシブルサブフレームとも称する。第１のフレキシブルサブフレームは、上りリンク
および下りリンクの送信のためにリザーブされるサブフレームである。すなわち、第１の
フレキシブルサブフレームは、上りリンクサブフレーム、または、下りリンクサブフレー
ムとして用いられるサブフレームである。
【０１４６】
　ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレームとして指示され、ＤＬ参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームとして指示されたサブフレームを、第２の
フレキシブルサブフレームとも称する。第２のフレキシブルサブフレームは、下りリンク
の送信のためにリザーブされるサブフレームである。第２のフレキシブルサブフレームは
、ＤｗＰＴＳにおける下りリンクの送信およびＵｐＰＴＳにおける上りリンクの送信のた
めにリザーブされるサブフレームである。すなわち、第２のフレキシブルサブフレームは
、下りリンクサブフレーム、または、スペシャルサブフレームとして用いられるサブフレ
ームである。
【０１４７】
　以下、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定について詳細に説明する。
【０１４８】
　ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定は、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが配置されるサブ
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フレームｎと前記ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが対応するＰＵＳＣＨが配置さ
れるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定（選択、決定）するために用いられる。
【０１４９】
　複数のサービングセルが設定される場合は、複数のサービングセルのそれぞれにおいて
、対応するＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが配置さ
れるサブフレームと前記ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが対応するＰＵＳＣＨが
配置されるサブフレームとの対応を決定するために用いられる。
【０１５０】
　図１３は、本実施形態におけるＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが配置されるサ
ブフレームｎと前記ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが対応するＰＵＳＣＨが配置
されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を示す図である。端末装置１は、図１３の表に従って
ｋの値を特定（選択、決定）する。
【０１５１】
　以下、図１３の説明において、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を単にＵＬ－ＤＬ設定と称する
。
【０１５２】
　図１３において、１つのプライマリーセルが設定されている場合、または、１つのプラ
イマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセルに対する第１
のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設
定が同じ場合は、ＵＬ－ＤＬ設定は第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。
【０１５３】
　図１３において、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、
プライマリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対す
る第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、ＵＬ－ＤＬ設定は第２のＵＬ参照ＵＬ
－ＤＬ設定を参照する。
【０１５４】
　端末装置１は、サブフレームｎにおいて、ＵＬ－ＤＬ設定１から６がセットされている
サービングセルに対応し、端末装置１を対象とする上りリンクグラントをともなうＰＤＣ
ＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの検出をした場合に、図１３の表に基づいて特定（選択、決定）され
るサブフレームｎ＋ｋにおいて該上りリンクグラントに応じたＰＵＳＣＨ送信を行なう。
【０１５５】
　端末装置１は、サブフレームｎにおいて、ＵＬ－ＤＬ設定１から６がセットされている
サービングセルに対応し、端末装置１を対象とするＮＡＣＫをともなうＰＨＩＣＨの検出
をした場合に、図１３の表に基づいて特定（選択、決定）されるサブフレームｎ＋ｋにお
いてＰＵＳＣＨ送信を行なう。
【０１５６】
　ＵＬ－ＤＬ設定０が設定されたサービングセルに対応し、端末装置１を対象とする上り
リンクグラントには、２ビットの上りリンクインデックス（UL index）が含まれる。ＵＬ
－ＤＬ設定１から６が設定されたサービングセルに対応し、端末装置１を対象とする上り
リンクグラントには、上りリンクインデックス（UL index）は含まれない。
【０１５７】
　端末装置１は、サブフレームｎにおいて、ＵＬ－ＤＬ設定０がセットされているサービ
ングセルに対応する上りリンクグラントに含まれる上りリンクインデックスのＭＳＢ（Mo
st Significant Bit）が１にセットされている場合には、図１３の表に基づいて特定（選
択、決定）されるサブフレームｎ＋ｋにおいて該上りリンクグラントに応じたＰＵＳＣＨ
送信を調整する。
【０１５８】
　端末装置１は、サブフレームｎ＝０または５における第１のリソースセットにおいて、
ＵＬ－ＤＬ設定０がセットされているサービングセルに対応するＮＡＣＫをともなうＰＨ
ＩＣＨを受信した場合には、図１３の表に基づいて特定（選択、決定）されるサブフレー
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ムｎ＋ｋにおいて該ＰＨＩＣＨに応じたＰＵＳＣＨ送信を調整する。
【０１５９】
　端末装置１は、サブフレームｎにおいて、ＵＬ－ＤＬ設定０がセットされているサービ
ングセルに対応する上りリンクグラントに含まれる上りリンクインデックスのＬＳＢ（Le
ast Significant Bit）が１にセットされている場合には、サブフレームｎ＋７において
該上りリンクグラントに応じたＰＵＳＣＨ送信を調整する。
【０１６０】
　端末装置１は、サブフレームｎ＝０または５における第２のリソースセットにおいて、
ＵＬ－ＤＬ設定０がセットされているサービングセルに対応するＮＡＣＫをともなうＰＨ
ＩＣＨを受信した場合には、サブフレームｎ＋７において該上りリンクグラントに応じた
ＰＵＳＣＨ送信を調整する。
【０１６１】
　端末装置１は、サブフレームｎ＝１または６において、ＵＬ－ＤＬ設定０がセットされ
ているサービングセルに対応するＮＡＣＫをともなうＰＨＩＣＨを受信した場合には、サ
ブフレームｎ＋７において該上りリンクグラントに応じたＰＵＳＣＨ送信を調整する。
【０１６２】
　例えば、端末装置１は、[ＳＦＮ＝ｍ、サブフレーム１]において、ＵＬ－ＤＬ設定０が
セットされているサービングセルに対応するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨを検
出した場合に、６つ後のサブフレーム[ＳＦＮ＝ｍ、サブフレーム７]においてＰＵＳＣＨ
の送信を調整する。
【０１６３】
　ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定は、ＰＵＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＵＳＣＨ
が対応するＰＨＩＣＨが配置されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定（選択、決定）す
るために用いられる。
【０１６４】
　複数のサービングセルが設定される場合は、複数のサービングセルのそれぞれにおいて
、対応するＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が、ＰＵＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記Ｐ
ＵＳＣＨが対応するＰＨＩＣＨが配置されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定（選択、
決定）するために用いられる。
【０１６５】
　図１４は、本実施形態におけるＰＵＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＵＳＣ
Ｈが対応するＰＨＩＣＨが配置されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を示す図である。端末
装置１は、図１４の表に従ってｋの値を特定（選択、決定）する。
【０１６６】
　以下、図１４の説明において、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を単にＵＬ－ＤＬ設定と称する
。
【０１６７】
　図１４において、１つのプライマリーセルが設定されている場合、または、１つのプラ
イマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセルに対する第１
のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設
定が同じ場合は、ＵＬ－ＤＬ設定は第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。
【０１６８】
　図１４において、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、
プライマリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対す
る第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、ＵＬ－ＤＬ設定は第２のＵＬ参照ＵＬ
－ＤＬ設定を参照する。
【０１６９】
　端末装置１は、サブフレームｎにおいてＰＵＳＣＨ送信がスケジュールされた場合には
、図１４の表から特定されるサブフレームｎ＋ｋにおいてＰＨＩＣＨリソースを決定する
。
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【０１７０】
　例えば、ＵＬ－ＤＬ設定０がセットされているサービングセルに対して、[ＳＦＮ=ｍ、
サブフレームｎ＝２]においてＰＵＳＣＨ送信がスケジュールされた場合には、[ＳＦＮ=
ｍ、サブフレームｎ＝６]においてＰＨＩＣＨリソースが決定される。
【０１７１】
　以下、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定について詳細に説明する。
【０１７２】
　ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定は、ＰＤＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＤＳＣＨ
に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫが送信されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定（選択、決
定）するために用いられる。
【０１７３】
　複数のサービングセルが設定される場合は、複数のサービングセルのそれぞれにおいて
、対応するＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が、ＰＤＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記Ｐ
ＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫが送信されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定（
選択、決定）するために用いられる。
【０１７４】
　図１５は、本実施形態におけるＰＤＳＣＨが配置されるサブフレームｎ－ｋと前記ＰＤ
ＳＣＨが対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫが送信されるサブフレームｎとの対応を示す図である
。端末装置１は、図１５の表に従ってｋの値を特定（選択、決定）する。
【０１７５】
　以下、図１５の説明において、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を単にＵＬ－ＤＬ設定と称する
。
【０１７６】
　図１５において、１つのプライマリーセルが設定されている場合、または、１つのプラ
イマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセルに対する第１
のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設
定が同じ場合は、ＵＬ－ＤＬ設定は第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。
【０１７７】
　図１５において、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、
プライマリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対す
る第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、ＵＬ－ＤＬ設定は第２のＤＬ参照ＵＬ
－ＤＬ設定を参照する。
【０１７８】
　端末装置１は、サービングセルのサブフレームｎ－ｋ（ｋは図１５の表によって特定さ
れる）において、端末装置１を対象としており、対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信を行な
うべきＰＤＳＣＨ送信を検出した場合には、サブフレームｎにおいてＨＡＲＱ－ＡＣＫを
送信する。
【０１７９】
　例えば、端末装置１は、サブフレームｎ＝２において、ＵＬ－ＤＬ設定１がセットされ
ているサービングセルにおけるサブフレームｎ－６および／またはｎ－７において受信し
たＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信を行なう。
【０１８０】
　尚、第２の情報を受信していないサービングセルに対して、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ
設定が定義されなくてもよい。この場合は、端末装置１および基地局装置３は、上述した
第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて行なわれる処理を、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ
設定（サービングセルＵＬ－ＤＬ設定）に基づいて行なってもよい。第２の情報を受信し
ていないサービングセルは、ダイナミックＴＤＤが設定されていないサービングセルであ
る。
【０１８１】
　例えば、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマ
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リーセルに対する第２の情報を受信しておらず、セカンダリーセルに対する第２の情報を
受信しており、プライマリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定（サービングセ
ルＵＬ－ＤＬ設定）およびセカンダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異
なり、サービングセルがセカンダリーセルである場合は、他のサービングセル(プライマ
リーセル）に対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、サービングセル（セカンダ
リーセル）に対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって形成されるペアに基づいて、
サービングセル（セカンダリーセル）に対する第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットし
てもよい。
【０１８２】
　例えば、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマ
リーセルに対する第２の情報を受信しておらず、セカンダリーセルに対する第２の情報を
受信しており、プライマリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定（サービングセ
ルＵＬ－ＤＬ設定）およびセカンダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異
なる場合は、２つのサービングセルのそれぞれにおいて、対応する第２のＤＬ参照ＵＬ－
ＤＬ設定が、ＰＤＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫが送信されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定（選択、決定）するために用
いられてもよい。
【０１８３】
　例えば、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマ
リーセルに対する第２の情報を受信しておらず、セカンダリーセルに対する第２の情報を
受信しており、プライマリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定（サービングセ
ルＵＬ－ＤＬ設定）およびセカンダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が同
じ場合は、プライマリーセルにおいて、対応する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定（サービ
ングセルＵＬ－ＤＬ設定）が、ＰＤＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＤＳＣＨ
に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫが送信されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定（選択、決
定）するために用いられ、セカンダリーセルにおいて、対応する第１のＤＬ参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定が、ＰＤＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ
－ＡＣＫが送信されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定（選択、決定）するために用い
られてもよい。
【０１８４】
　例えば、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマ
リーセルに対する第２の情報を受信しておらず、セカンダリーセルに対する第２の情報を
受信しており、プライマリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定（サービングセ
ルＵＬ－ＤＬ設定）およびセカンダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異
なる場合は、図１０および図１２において、プライマリーセルＵＬ－ＤＬ設定は、プライ
マリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。
【０１８５】
　以下、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング方法について説明する。
【０１８６】
　ＤＣＩフォーマット５は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定を示す少なくとも１つの第３の情報
の送信のために用いられる。ＤＣＩフォーマット５は、複数の端末装置のそれぞれに対す
る複数の第３の情報の送信のために用いられてもよい。ＤＣＩフォーマット５は、複数の
セルのそれぞれに対する複数の第３の情報の送信のために用いられてもよい。
【０１８７】
　基地局装置３は、ＴＤＤ－ＲＮＴＩの値を示す情報、ServCellIndexに対応するパラメ
ータtddconfig-indexを示す情報を含む上位層の信号を、端末装置１に送信する。
【０１８８】
　ServCellIndexxは、サービングセルのインデックスである。プライマリーセルのServCe
llIndexは０である。セカンダリーセルのServCellIndexは、ネットワークによって制御さ
れ、１から７の中から選択される。尚、ServCellIndexは、端末装置に対して個別に番号
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付けされる。すなわち、複数の端末装置のそれぞれに対して、あるセルが異なるServCell
Indexに対応していてもよい。
【０１８９】
　端末装置１は、上位層によって与えられるパラメータtddconfig-indexに基づいて、上
位層によって与えられるＴＤＤ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣパリティビ
ットが付加されたＤＣＩフォーマット５に含まれる、自装置に対する第３の情報を特定す
る。
【０１９０】
　図１６は、本実施形態におけるServCellIndexと第３の情報のインデックスとの対応の
設定の一例を示す図である。図１６において、端末装置１Ａと端末装置１Ｂに対して、Ｔ
ＤＤ－ＲＮＴＩの値として“１０００００００００００００００”が設定されている。図
１６において、端末装置１Ａに対して、ServCellIndex 0とtdd config-index 2が対応し
ている。
【０１９１】
　図１７は、本実施形態における第３の情報を含むＤＣＩフォーマット５の一例を示す図
である。図１７において、ＤＣＩフォーマット５には、tddconfig-indexが１からＭまで
のそれぞれに対応する第３の情報が含まれる。図１７において、端末装置１Ｂはtddconfi
g-index 2の第３の情報がSerCellIndex 1のサービングセル（セカンダリーセル）に対応
していると判断する。図１７において、端末装置１Ａはtddconfig-index 4の第３の情報
がSerCellIndex 2のサービングセル（セカンダリーセル）に対応していると判断する。
【０１９２】
　基地局装置３は、端末装置１によるＤＣＩフォーマット５のモニタリングの設定に関す
る設定インデックスＩ（cofiguration index I）を示す情報を、上位層の信号を用いて、
端末装置１に送信してもよい。端末装置１は、端末装置１によるＤＣＩフォーマット５の
モニタリングの設定に関する情報に基づいて、ＤＣＩフォーマット５をモニタリングする
サブフレームを決定してもよい。
【０１９３】
　尚、ある端末装置１において、設定インデックスＩは複数のサービングセル間で共通で
ある。
【０１９４】
　設定インデックスＩは、周期Ｔ（periodicity T）およびオフセットｋ（offset k; 0≦
k＜T）に少なくとも対応する。端末装置１は、上位層の信号に基づいて、周期Ｔとオフセ
ットｋに対応する設定インデックスをセットする。基地局装置３は、該上位層の信号を端
末装置１に送信してもよい。すなわち、端末装置１は、上位層の信号を用いて設定インデ
ックスに関する情報を受信し、設定インデックスをセットしてもよい。
【０１９５】
　例えば、周期Ｔは、｛１０，２０，４０，８０｝ｍｓの中から選択されてもよい。例え
ば、オフセットｋは、０以上であり、周期Ｔより小さい。
【０１９６】
　端末装置１は、(10・nf+n-k) mod T=0を満たすサブフレームにおいて、少なくとも１つ
のサービングセルのそれぞれに対応する第３の情報を含むＤＣＩフォーマット５をモニタ
する。ｎｆ＝｛０，１，…，１０２３｝は、無線フレームインデックス（System Frame N
umber: SFN）である。ｎ＝｛０，１，…，９｝は、無線フレーム内のサブフレームインデ
ックスである。
【０１９７】
　 (10・nf+n) =[m・T+1] mod 10240を満たすサブフレームから(10・nf+n) =[(m+1)・T] 
mod 10240を満たすサブフレームの間（サブフレーム＃ｍ、subframes#m）においてＤＣＩ
フォーマット５が検出された場合に、該ＤＣＩフォーマット５に含まれる第３の情報によ
って示される送信方向ＵＬ－ＤＬ設定の有効期間（valid duration）は、(10・nf+n) =[(
m+1)・T] mod 10240を満たすサブフレームから(10・nf+n) =[(m+2)・T-1] mod 10240を満
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たすサブフレームの間（有効期間＃ｍ、valid duration#m）である。ｍは、整数である。
端末装置１は、有効期間において、第３の情報によって示される送信方向ＵＬ－ＤＬ設定
が有効であるとみなす。
【０１９８】
　複数のオフセットｋがセットされる場合、端末装置１は、サブフレーム＃ｍ｛m・T, m
・T+1,...,(m+1)・T-1｝のうち複数のサブフレームにおいて、ＤＣＩフォーマット５をモ
ニタしてもよい。
【０１９９】
　サブフレーム＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1｝のうち複数のサブフレームにおい
てＤＣＩフォーマット５が検出された場合には、端末装置１はサブフレーム＃ｍ｛m・T, 
m・T+1,...,(m+1)・T-1｝において最後に検出したＤＣＩフォーマット５に含まれる第３
の情報に基づいて送信方向ＵＬ－ＤＬ設定をセットしてもよい。
【０２００】
　尚、オフセットｋが複数の値を含む場合に、端末装置１はサブフレーム＃ｍ｛m・T, m
・T+1,...,(m+1)・T-1｝において、複数のＤＣＩフォーマット５、または、同じセルに対
応する複数のＤＣＩフォーマット５の受信を期待しなくてもよい。すなわち、オフセット
ｋが複数の値を含んでおり、サブフレーム＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1｝のうち
の１つのサブフレームにおいてＤＣＩフォーマット５が検出された場合には、端末装置１
は、オフセットｋが対応する残りのサブフレームにおいてＤＣＩフォーマット５をモニタ
しなくてもよい。また、端末装置１はサブフレーム＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1
｝において、あるサービングセルに対して、異なる値の第３の情報（すなわち、異なる送
信方向ＵＬ－ＤＬ設定を示す第３の情報）が含まれる複数のＤＣＩフォーマット５の受信
を期待しなくてもよい。
【０２０１】
　図１８は、本実施形態における第３の情報を含むＤＣＩフォーマット５のモニタリング
に対する設定インデックスの一例を示す図である。図１８において、設定インデックスＩ
が０の場合、周期Ｔは１０ｍｓであり、オフセットｋは｛０｝である。
【０２０２】
　尚、オフセットｋはビットマップに基づいて設定されてもよい。
【０２０３】
　図１９は、本実施形態における周期Ｔおよびオフセットｋの一例を示す図である。
【０２０４】
　図１９において、端末装置１に対して１つのプライマリーセル（Ｓ１）と１つのセカン
ダリーセル（Ｓ２）が設定されている。図１９において、Ｓ１０は (10・nf+n-k) mod T 
= 0を満たすサブフレームにおいてプライマリーセル(S1)のＣＳＳ上で送信される第３の
情報である。
【０２０５】
　図１９において、あるサブフレーム＃ｍ｛m・T+1, m・T+2,...,(m+1)・T｝において検
出されたＤＣＩフォーマット５に含まれるプライマリーセル（Ｓ１）に対する第３の情報
によって示される送信方向ＵＬ－ＤＬ設定は、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・
T-1｝において有効である。
【０２０６】
　図１９において、あるサブフレーム＃ｍ｛m・T+1, m・T+2,...,(m+1)・T｝において検
出されたＤＣＩフォーマット５に含まれるセカンダリーセル（Ｓ２）に対する第３の情報
によって示される送信方向ＵＬ－ＤＬ設定は、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・
T-1｝において有効である。
【０２０７】
　すなわち、同じＤＣＩフォーマット５に含まれる、複数のサービングセルのそれぞれに
対する第３の情報によって示される送信方向ＵＬ－ＤＬ設定は、同じ期間中に有効である
。
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【０２０８】
　以下、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定について説明する。
【０２０９】
　端末装置１および基地局装置３は、サブフレームにおける送信の方向（上り／下り）に
関する送信方向ＵＬ－ＤＬ設定をセットする。送信方向ＵＬ－ＤＬ設定は、対応するサー
ビングセルにおけるサブフレームにおける送信の方向を決定するために用いられる。
【０２１０】
　端末装置１は、スケジューリング情報（ＤＣＩフォーマットおよび／またはＨＡＲＱ－
ＡＣＫ）、および、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて、第１のフレキシブルサブフレー
ムおよび第２のフレキシブルサブフレームにおける送信を制御してもよい。
【０２１１】
　基地局装置３は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定を示す第３の情報を、端末装置１に送信する
。第３の情報は上りリンク送信が可能なサブフレームを指示する情報である。第３の情報
は下りリンク送信が可能なサブフレームを指示する情報である。第３の情報は下りリンク
に対するＣＳＩ測定（干渉測定）が可能なサブフレームを指示する情報である。第３の情
報はＵｐＰＴＳにおける上りリンク送信およびＤｗＰＴＳにおける下りリンク送信が可能
なサブフレームを指示する情報である。送信方向ＵＬ－ＤＬ設定は、第１のＵＬ参照ＵＬ
－ＤＬ設定と第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定とで異なるサブフレームとして指示されてい
るサブフレームにおける、送信の方向を特定するために用いられる。
【０２１２】
　基地局装置３は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームとして指示
されたサブフレームにおいて、下りリンクの送信のスケジューリングを行なってもよい。
【０２１３】
　端末装置１は、第３の情報（ＤＣＩフォーマット５）を正しく検出できた場合、検出し
た第３の情報が対応する有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1｝のうち、検出し
た第３の情報によって示される送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレーム
として指示されたサブフレームにおいて、下りリンク信号の受信処理を行ってもよい。
【０２１４】
　端末装置１は、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1｝に対応する第３の情報
（ＤＣＩフォーマット５）を正しく検出できなかった場合、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1
,...,(m+1)・T-1｝のうち、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームと
して指示されたサブフレームにおいて、下りリンク信号の受信処理を行ってもよい。
【０２１５】
　端末装置１は、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1｝に対応する第３の情報
（ＤＣＩフォーマット５）を正しく検出できなかった場合、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1
,...,(m+1)・T-1｝のうち、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームと
して指示されたサブフレームにおいて、下りリンク信号の受信処理を行ってもよい。
【０２１６】
　基地局装置３は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームとして指示
されたサブフレームにおいて、第１のＰＤＣＣＨの送信を行なってもよい。
【０２１７】
　端末装置１は、第３の情報（ＤＣＩフォーマット５）を正しく検出できた場合、検出し
た第３の情報が対応する有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1｝のうち、検出し
た第３の情報によって示される送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレーム
として指示されたサブフレームにおいて、下りリンクアサインメントおよび／または上り
リンクグラントをともなう第１のＰＤＣＣＨのモニタを行ってもよい。
【０２１８】
　端末装置１は、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1｝に対応する第３の情報
（ＤＣＩフォーマット５）を正しく検出できなかった場合、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1
,...,(m+1)・T-1｝のうち、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームと
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して指示されたサブフレームにおいて、下りリンクアサインメントおよび／または上りリ
ンクグラントをともなう第１のＰＤＣＣＨのモニタを行ってもよい。
【０２１９】
　端末装置１は、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1｝に対応する第３の情報
（ＤＣＩフォーマット５）を正しく検出できなかった場合、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1
,...,(m+1)・T-1｝のうち、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームと
して指示されたサブフレームにおいて、下りリンクアサインメントおよび／または上りリ
ンクグラントをともなう第１のＰＤＣＣＨのモニタを行ってもよい。
【０２２０】
　基地局装置３は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームとして指示
されたサブフレームにおいて、上りリンクの送信のスケジューリングを行わない。
【０２２１】
　端末装置１は、第３の情報（ＤＣＩフォーマット５）を正しく検出できた場合、検出し
た第３の情報が対応する有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1｝のうち、検出し
た第３の情報によって示される送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレーム
として指示されたサブフレームにおいて、たとえ上りリンクの送信がスケジューリングさ
れたとしても、上りリンクの送信を行わない。
【０２２２】
　端末装置１は、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1｝に対応する第３の情報
（ＤＣＩフォーマット５）を正しく検出できなかった場合、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1
,...,(m+1)・T-1｝のうち、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームと
して指示されたサブフレームにおいて、たとえ上りリンクの送信がスケジューリングされ
たとしても、上りリンクの送信を行わない。
【０２２３】
　端末装置１は、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1｝に対応する第３の情報
（ＤＣＩフォーマット５）を正しく検出できなかった場合、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1
,...,(m+1)・T-1｝のうち、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームと
して指示されたサブフレームにおいて、たとえ上りリンクの送信がスケジューリングされ
たとしても、上りリンクの送信を行わない。
【０２２４】
　基地局装置３は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサブフレームとして指示
されたサブフレームにおいて、上りリンクの送信のスケジューリングを行なってもよい。
【０２２５】
　端末装置１は、第３の情報（ＤＣＩフォーマット５）を正しく検出できた場合、検出し
た第３の情報が対応する有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1｝のうち、検出し
た第３の情報によって示される送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサブフレーム
として指示されたサブフレームにおいて、上りリンク信号の送信処理を行ってもよい。
【０２２６】
　端末装置１は、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1｝に対応する第３の情報
（ＤＣＩフォーマット５）を正しく検出できなかった場合、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1
,...,(m+1)・T-1｝のうち、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサブフレームと
して指示されたサブフレームにおいて、上りリンク信号の送信処理を行ってもよい。
【０２２７】
　端末装置１は、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1｝に対応する第３の情報
（ＤＣＩフォーマット５）を正しく検出できなかった場合、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1
,...,(m+1)・T-1｝のうち、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサブフレームと
して指示されたサブフレームにおいて、上りリンク信号の送信処理を行ってもよい。
【０２２８】
　端末装置１は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサブフレームとして指示さ
れたサブフレームにおいて、下りリンクアサインメントおよび／または上りリンクグラン
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トをともなう第１のＰＤＣＣＨのモニタを行わなくてもよい。
【０２２９】
　端末装置１は、第３の情報（ＤＣＩフォーマット５）を正しく検出できた場合、検出し
た第３の情報が対応する有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1｝のうち、検出し
た第３の情報によって示される送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサブフレーム
として指示されたサブフレームにおいて、下りリンクアサインメントおよび／または上り
リンクグラントをともなう第１のＰＤＣＣＨのモニタを行わなくてもよい。
【０２３０】
　基地局装置３は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレームとして指示
されたサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、下りリンクの送信のスケジューリングを行な
ってもよい。
【０２３１】
　端末装置１は、第３の情報（ＤＣＩフォーマット５）を正しく検出できた場合、検出し
た第３の情報が対応する有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1｝のうち、検出し
た第３の情報によって示される送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレーム
として指示されたサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、下りリンク信号の受信処理を行っ
てもよい。
【０２３２】
　端末装置１は、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1｝に対応する第３の情報
（ＤＣＩフォーマット５）を正しく検出できなかった場合、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1
,...,(m+1)・T-1｝のうち、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレームと
して指示されたサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、下りリンク信号の受信処理を行って
もよい。
【０２３３】
　端末装置１は、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1｝に対応する第３の情報
（ＤＣＩフォーマット５）を正しく検出できなかった場合、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1
,...,(m+1)・T-1｝のうち、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレームと
して指示されたサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、下りリンク信号の受信処理を行って
もよい。
【０２３４】
　基地局装置３は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレームとして指示
されたサブフレームにおいて、第１のＰＤＣＣＨの送信を行なってもよい。
【０２３５】
　端末装置１は、第３の情報（ＤＣＩフォーマット５）を正しく検出できた場合、検出し
た第３の情報が対応する有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1｝のうち、検出し
た第３の情報によって示される送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレーム
として指示されたサブフレームにおいて、下りリンクアサインメントおよび／または上り
リンクグラントをともなう第１のＰＤＣＣＨのモニタを行ってもよい。
【０２３６】
　端末装置１は、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1｝に対応する第３の情報
（ＤＣＩフォーマット５）を正しく検出できなかった場合、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1
,...,(m+1)・T-1｝のうち、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレームと
して指示されたサブフレームにおいて、下りリンクアサインメントおよび／または上りリ
ンクグラントをともなう第１のＰＤＣＣＨのモニタを行ってもよい。
【０２３７】
　端末装置１は、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1｝に対応する第３の情報
（ＤＣＩフォーマット５）を正しく検出できなかった場合、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1
,...,(m+1)・T-1｝のうち、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレームと
して指示されたサブフレームにおいて、下りリンクアサインメントおよび／または上りリ
ンクグラントをともなう第１のＰＤＣＣＨのモニタを行ってもよい。
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【０２３８】
　基地局装置３は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレームとして指示
されたサブフレームのＵｐＰＴＳにおいて、ＳＲＳの送信のスケジューリングを行なって
もよい。
【０２３９】
　端末装置１は、第３の情報（ＤＣＩフォーマット５）を正しく検出できた場合、検出し
た第３の情報が対応する有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1｝のうち、検出し
た第３の情報によって示される送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレーム
として指示されたサブフレームのＵｐＰＴＳにおいてＳＲＳの送信処理を行ってもよい。
【０２４０】
　端末装置１は、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1｝に対応する第３の情報
（ＤＣＩフォーマット５）を正しく検出できなかった場合、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1
,...,(m+1)・T-1｝のうち、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレームと
して指示されたサブフレームのＵｐＰＴＳにおいてＳＲＳの送信処理を行ってもよい。
【０２４１】
　端末装置１は、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1,...,(m+1)・T-1｝に対応する第３の情報
（ＤＣＩフォーマット５）を正しく検出できなかった場合、有効期間＃ｍ｛m・T, m・T+1
,...,(m+1)・T-1｝のうち、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレームと
して指示されたサブフレームのＵｐＰＴＳにおいてＳＲＳの送信処理を行ってもよい。
【０２４２】
　以下、本実施形態におけるセルの活性化（activatiion）および非活性化（deactivatii
on）について説明する。
【０２４３】
　ネットワークは、活性化／非活性化　ＭＡＣ（Medium Access Control）ＣＥ（Control
 Element）を送ることによって、設定されたセカンダリーセルを活性化および非活性化す
ることができる。更に、端末装置は、設定されたセカンダリーセル毎にsCellDeactivatio
nTimerを保持しており、sCellDeactivationTimerが満了したときに関連するセカンダリー
セルをデアクティベートする。尚、プライマリーセルは常に活性化されている。
【０２４４】
　端末装置１は、サービングセルが非活性化されている場合、該非活性化されているサー
ビングセルにおいて第１のＰＤＣＣＨをモニタしない。端末装置１は、サービングセルが
非活性化されている場合、該非活性化されているサービングセルに対する第１のＰＤＣＣ
Ｈをモニタしない。
【０２４５】
　端末装置１は、サービングセルが活性化されている場合、該活性化されているサービン
グセルにおいて第１のＰＤＣＣＨをモニタする。端末装置１は、サービングセルが活性化
されている場合、該活性化されているサービングセルに対する第１のＰＤＣＣＨをモニタ
する。
【０２４６】
　端末装置１は、常に活性化されているプライマリーセルにおけるＣＳＳおよびＵＳＳに
おいて第１のＰＤＣＣＨをモニタしてもよい。
【０２４７】
　すなわち、端末装置１は、端末装置１が第１のＰＤＣＣＨをモニタするよう設定された
セカンダリーセルが活性化されている場合、該活性化されているセカンダリーセルにおけ
るＵＳＳにおいて第１のＰＤＣＣＨをモニタする。
【０２４８】
　すなわち、端末装置１は、セカンダリーセルが活性化されている、且つ、端末装置１が
該活性化されたセカンダリーセルに対応する第１のＰＤＣＣＨをモニタするよう設定され
たサービングセルが活性化されている場合、該活性化されたサービングセルにおけるＵＳ
Ｓにおいて、該活性化されたセカンダリーセルに対する第１のＰＤＣＣＨをモニタしても
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よい。
【０２４９】
　端末装置１は、サービングセルが活性化されている場合、該活性化されているサービン
グセルに対する送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームおよびスペシャ
ルサブフレームと指示されたサブフレームにおいて該活性化されているサービングセルに
おいて第１のＰＤＣＣＨをモニタしてもよい。
【０２５０】
　端末装置１は、サービングセルが活性化されている場合、該活性化されているサービン
グセルに対する送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームおよびスペシャ
ルサブフレームと指示されたサブフレームにおいて該活性化されているサービングセルに
おいて、該活性化されているサービングセルに対する第１のＰＤＣＣＨをモニタしてもよ
い。
【０２５１】
　すなわち、端末装置１は、端末装置１が第１のＰＤＣＣＨをモニタするよう設定された
セカンダリーセルが活性化されている場合、該活性化されているセカンダリーセルに対す
る送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームおよびスペシャルサブフレー
ムと指示されたサブフレームにおける該活性化されているセカンダリーセルにおけるＵＳ
Ｓにおいて第１のＰＤＣＣＨをモニタしてもよい。
【０２５２】
　すなわち、端末装置１は、セカンダリーセルが活性化されている、且つ、あるサブフレ
ームが該活性化されているセカンダリーセルに対する送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって下
りリンクサブフレームまたはスペシャルサブフレームと指示された場合、該サブフレーム
において、該活性化されたセカンダリーセルに対する第１のＰＤＣＣＨをモニタしてもよ
い。
【０２５３】
　端末装置１は、サービングセルに対する送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサ
ブフレームと指示されたサブフレームにおいて該サービングセルにおいて第１のＰＤＣＣ
Ｈをモニタしなくてもよい。
【０２５４】
　端末装置１は、あるサブフレームがサービングセルに対する送信方向ＵＬ－ＤＬ設定に
よって上りリンクサブフレームと指示された場合、該サブフレームにおいて、該サービン
グセルに対する第１のＰＤＣＣＨをモニタしなくてもよい。
【０２５５】
　すなわち、端末装置１は、セカンダリーセルが活性化されている、且つ、端末装置１が
該活性化されたセカンダリーセルに対応する第１のＰＤＣＣＨをモニタするよう設定され
たサービングセルが活性化されている、且つ、あるサブフレームが該活性化されているセ
カンダリーセルに対する送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームまたは
スペシャルサブフレームと指示された場合、該サブフレームにおける該活性化されたサー
ビングセルにおけるＵＳＳにおいて、該活性化されたセカンダリーセルに対する第１のＰ
ＤＣＣＨをモニタしてもよい。尚、この場合に、該サブフレームが、該活性化されたサー
ビングセルに対する送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサブフレームと指示され
るならば、該サブフレームにおける該活性化されたサービングセルにおけるＵＳＳにおい
て、該活性化されたセカンダリーセルに対する第１のＰＤＣＣＨをモニタしなくてもよい
。
【０２５６】
　尚、セカンダリーセルが活性化されている、且つ、端末装置１が該活性化されたセカン
ダリーセルに対応する第１のＰＤＣＣＨをモニタするよう設定されたサービングセルが活
性化されている場合において、該活性化されたセカンダリーセルに対する有効な送信方向
ＵＬ－ＤＬ設定がセットされていないならば、端末装置１は、該活性化されたセカンダリ
ーセルに対するＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームおよびスペシャ
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ルサブフレームと指示されたサブフレームにおける該活性化されたサービングセルにおけ
るＵＳＳにおいて、該活性化されたセカンダリーセルに対する第１のＰＤＣＣＨをモニタ
してもよい。
【０２５７】
　尚、セカンダリーセルが活性化されている、且つ、端末装置１が該活性化されたセカン
ダリーセルに対応する第１のＰＤＣＣＨをモニタするよう設定されたサービングセルが活
性化されている場合において、該活性化されたセカンダリーセルに対する有効な送信方向
ＵＬ－ＤＬ設定がセットされていないならば、端末装置１は、該活性化されたセカンダリ
ーセルに対するＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームおよびスペシャ
ルサブフレームと指示されたサブフレームにおける該活性化されたサービングセルにおけ
るＵＳＳにおいて、該活性化されたセカンダリーセルに対する第１のＰＤＣＣＨをモニタ
してもよい。
【０２５８】
　すなわち、端末装置１は、セカンダリーセルが活性化されている、且つ、端末装置１が
該活性化されたセカンダリーセルに対応する第１のＰＤＣＣＨをモニタするよう設定され
たサービングセルが活性化されている、且つ、あるサブフレームが該活性化されているサ
ービングセルに対する送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームまたはス
ペシャルサブフレームと指示された場合、該サブフレームにおける該活性化されたサービ
ングセルにおけるＵＳＳにおいて、該活性化されたセカンダリーセルに対する第１のＰＤ
ＣＣＨをモニタしてもよい。尚、この場合に、該サブフレームが、該活性化されたセカン
ダリーセルに対する送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサブフレームと指示され
るならば、該サブフレームにおける該活性化されたサービングセルにおけるＵＳＳにおい
て、該活性化されたセカンダリーセルに対する第１のＰＤＣＣＨをモニタしなくてもよい
。尚、この場合に、該サブフレームが、該活性化されたセカンダリーセルに対する送信方
向ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサブフレームと指示されるならば、該サブフレーム
における該活性化されたサービングセルにおけるＵＳＳにおいて、該活性化されたセカン
ダリーセルに対する第１のＰＤＣＣＨを破棄してもよい。
【０２５９】
　尚、セカンダリーセルが活性化されている、且つ、端末装置１が該活性化されたセカン
ダリーセルに対応する第１のＰＤＣＣＨをモニタするよう設定されたサービングセルが活
性化されている場合において、該活性化されたサービングセルに対する有効な送信方向Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定がセットされていないならば、端末装置１は、該活性化されたサービングセ
ルに対するＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームおよびスペシャルサ
ブフレームと指示されたサブフレームにおける該活性化されたサービングセルにおけるＵ
ＳＳにおいて、該活性化されたセカンダリーセルに対する第１のＰＤＣＣＨをモニタして
もよい。
【０２６０】
　尚、セカンダリーセルが活性化されている、且つ、端末装置１が該活性化されたセカン
ダリーセルに対応する第１のＰＤＣＣＨをモニタするよう設定されたサービングセルが活
性化されている場合において、該活性化されたサービングセルに対する有効な送信方向Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定がセットされていないならば、端末装置１は、該活性化されたサービングセ
ルに対するＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームおよびスペシャルサ
ブフレームと指示されたサブフレームにおける該活性化されたサービングセルにおけるＵ
ＳＳにおいて、該活性化されたセカンダリーセルに対する第１のＰＤＣＣＨをモニタして
もよい。
【０２６１】
　尚、セカンダリーセルが活性化されている、且つ、端末装置１が該活性化されたセカン
ダリーセルに対応する第１のＰＤＣＣＨをモニタするよう設定されたサービングセルが活
性化されている場合に、該活性化されたサービングセルがＦＤＤ方式を適用されるセルで
あるならば、端末装置１は、全てのサブフレームにおける該活性化されたサービングセル
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におけるＵＳＳにおいて、該活性化されたセカンダリーセルに対する第１のＰＤＣＣＨを
モニタしてもよい。
【０２６２】
　端末装置１は、ＤＣＩフォーマット５が対応する１つまたは複数のサービングセルのう
ち少なくとも１つが活性化されている場合、プライマリーセルにおけるＣＳＳにおいて第
２のＰＤＣＣＨをモニタしてもよい。
【０２６３】
　すなわち、端末装置１は、ＤＣＩフォーマット５が対応する１つまたは複数のサービン
グセルのうち少なくとも１つが活性化されている場合、(10・nf+n-k) mod T=0を満たすサ
ブフレームにおけるプライマリーセルにおけるＣＳＳにおいて第２のＰＤＣＣＨをモニタ
してもよい。
【０２６４】
　端末装置１は、ＤＣＩフォーマット５が対応する１つまたは複数のサービングセルの全
てが非活性化されている場合に、第２のＰＤＣＣＨをモニタしなくてもよい。
【０２６５】
　例えば、図１６において、端末装置１Ｂは、ServCellIndex=1のセカンダリーセルおよ
びServCellIndex=2のセカンダリーセルの両方が非活性化されている場合、(10・nf+n-k) 
mod T=0を満たすサブフレームにおけるプライマリーセルにおけるＣＳＳにおいて第２の
ＰＤＣＣＨをモニタしなくてもよい。
【０２６６】
　例えば、図１６において、端末装置１Ｂは、ServCellIndex=1のセカンダリーセルおよ
びServCellIndex=2のセカンダリーセルの何れか一方または両方が活性化されている場合
、(10・nf+n-k) mod T=0を満たすサブフレームにおけるプライマリーセルにおけるＣＳＳ
において第２のＰＤＣＣＨをモニタしてもよい。
【０２６７】
　以下、本実施形態における装置の構成について説明する。
【０２６８】
　図２０は、本実施形態の端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。図示するよう
に、端末装置１は、上位層処理部１０１、制御部１０３、受信部１０５、送信部１０７と
送受信アンテナ部１０９を含んで構成される。また、上位層処理部１０１は、無線リソー
ス制御部（設定部）１０１１、および、スケジューリング情報解釈部１０１３を含んで構
成される。また、受信部１０５は、復号化部１０５１、復調部１０５３、多重分離部１０
５５、無線受信部１０５７とチャネル測定部１０５９を含んで構成される。また、送信部
１０７は、符号化部１０７１、変調部１０７３、多重部１０７５、無線送信部１０７７と
上りリンク参照信号生成部１０７９を含んで構成される。
【０２６９】
　上位層処理部１０１は、ユーザの操作等により生成された上りリンクデータ（トランス
ポートブロック）を、送信部１０７に出力する。また、上位層処理部１０１は、媒体アク
セス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケットデータ統合プロトコル（Packet D
ata Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制御（Radio Link Control: RLC）層
、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）層の処理を行なう。
【０２７０】
　上位層処理部１０１が備える無線リソース制御部１０１１は、自装置の各種設定情報／
パラメータの管理をする。無線リソース制御部１０１１は、基地局装置３から受信した上
位層の信号に基づいて各種設定情報／パラメータをセットする。すなわち、無線リソース
制御部１０１１は、基地局装置３から受信した各種設定情報／パラメータを示す情報に基
づいて各種設定情報／パラメータをセットする。また、無線リソース制御部１０１１は、
上りリンクの各チャネルに配置される情報を生成し、送信部１０７に出力する。無線リソ
ース制御部１０１１を設定部１０１１とも称する。
【０２７１】
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　上位層処理部１０１が備えるスケジューリング情報解釈部１０１３は、受信部１０５を
介して受信したＤＣＩフォーマット（スケジューリング情報）の解釈をし、前記ＤＣＩフ
ォーマットを解釈した結果に基づき、受信部１０５、および送信部１０７の制御を行なう
ために制御情報を生成し、制御部１０３に出力する。
【０２７２】
　制御部１０３は、上位層処理部１０１からの制御情報に基づいて、受信部１０５、およ
び送信部１０７の制御を行なう制御信号を生成する。制御部１０３は、生成した制御信号
を受信部１０５、および送信部１０７に出力して受信部１０５、および送信部１０７の制
御を行なう。
【０２７３】
　受信部１０５は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ部１
０９を介して基地局装置３から受信した受信信号を、分離、復調、復号し、復号した情報
を上位層処理部１０１に出力する。
【０２７４】
　無線受信部１０５７は、送受信アンテナ部１０９を介して受信した下りリンクの信号を
、直交復調によりベースバンド信号に変換し（ダウンコンバート: down covert）、不要
な周波数成分を除去し、信号レベルが適切に維持されるように増幅レベルを制御し、受信
した信号の同相成分および直交成分に基づいて、直交復調し、直交復調されたアナログ信
号をディジタル信号に変換する。無線受信部１０５７は、変換したディジタル信号からＣ
Ｐ（Cyclic Prefix）に相当する部分を除去し、ＣＰを除去した信号に対して高速フーリ
エ変換（Fast Fourier Transform: FFT）を行い、周波数領域の信号を抽出する。
【０２７５】
　多重分離部１０５５は、抽出した信号をＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、ＰＤ
ＳＣＨ、および下りリンク参照信号に、それぞれ分離する。また、多重分離部１０５５は
、チャネル測定部１０５９から入力された伝搬路の推定値から、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ
、ＥＰＤＣＣＨ、およびＰＤＳＣＨの伝搬路の補償を行なう。また、多重分離部１０５５
は、分離した下りリンク参照信号をチャネル測定部１０５９に出力する。
【０２７６】
　復調部１０５３は、ＰＨＩＣＨに対して対応する符号を乗算して合成し、合成した信号
に対してＢＰＳＫ（Binary Phase Shift Keying）変調方式の復調を行ない、復号化部１
０５１へ出力する。復号化部１０５１は、自装置宛てのＰＨＩＣＨを復号し、復号したＨ
ＡＲＱインディケータを上位層処理部１０１に出力する。復調部１０５３は、ＰＤＣＣＨ
および／またはＥＰＤＣＣＨに対して、ＱＰＳＫ変調方式の復調を行ない、復号化部１０
５１へ出力する。復号化部１０５１は、ＰＤＣＣＨおよび／またはＥＰＤＣＣＨの復号を
試み、復号に成功した場合、復号した下りリンク制御情報と下りリンク制御情報が対応す
るＲＮＴＩとを上位層処理部１０１に出力する。
【０２７７】
　復調部１０５３は、ＰＤＳＣＨに対して、ＱＰＳＫ（Quadrature Phase Shift Keying
）、１６ＱＡＭ（Quadrature Amplitude Modulation）、６４ＱＡＭ等の下りリンクグラ
ントで通知された変調方式の復調を行ない、復号化部１０５１へ出力する。復号化部１０
５１は、下りリンク制御情報で通知された符号化率に関する情報に基づいて復号を行い、
復号した下りリンクデータ（トランスポートブロック）を上位層処理部１０１へ出力する
。
【０２７８】
　チャネル測定部１０５９は、多重分離部１０５５から入力された下りリンク参照信号か
ら下りリンクのパスロスやチャネルの状態を測定し、測定したパスロスやチャネルの状態
を上位層処理部１０１へ出力する。また、チャネル測定部１０５９は、下りリンク参照信
号から下りリンクの伝搬路の推定値を算出し、多重分離部１０５５へ出力する。チャネル
測定部１０５９は、ＣＱＩの算出のために、チャネル測定、および／または、干渉測定を
行なう。
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【０２７９】
　送信部１０７は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、上りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部１０１から入力された上りリンクデータ（トランスポートブロッ
ク）を符号化および変調し、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、および生成した上りリンク参照信
号を多重し、送受信アンテナ部１０９を介して基地局装置３に送信する。
【０２８０】
　符号化部１０７１は、上位層処理部１０１から入力された上りリンク制御情報を畳込み
符号化、ブロック符号化等の符号化を行う。また、符号化部１０７１は、ＰＵＳＣＨのス
ケジューリングに用いられる情報に基づきターボ符号化を行なう。
【０２８１】
　変調部１０７３は、符号化部１０７１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳ
Ｋ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の下りリンク制御情報で通知された変調方式または、チャ
ネル毎に予め定められた変調方式で変調する。変調部１０７３は、ＰＵＳＣＨのスケジュ
ーリングに用いられる情報に基づき、空間多重されるデータの系列の数を決定し、ＭＩＭ
Ｏ（Multiple Input Multiple Output）ＳＭ（Spatial Multiplexing）を用いることによ
り同一のＰＵＳＣＨで送信される複数の上りリンクデータを、複数の系列にマッピングし
、この系列に対してプレコーディング（precoding）を行なう。
【０２８２】
　上りリンク参照信号生成部１０７９は、基地局装置３を識別するための物理レイヤセル
識別子（physical layer cell identity: PCI、Cell IDなどと称する。）、上りリンク参
照信号を配置する帯域幅、上りリンクグラントで通知されたサイクリックシフト、ＤＭＲ
Ｓシーケンスの生成に対するパラメータの値などを基に、予め定められた規則（式）で求
まる系列を生成する。多重部１０７５は、制御部１０３から入力された制御信号に従って
、ＰＵＳＣＨの変調シンボルを並列に並び替えてから離散フーリエ変換（Discrete Fouri
er Transform: DFT）する。また、多重部１０７５は、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの信号と
生成した上りリンク参照信号を送信アンテナポート毎に多重する。つまり、多重部１０７
５は、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの信号と生成した上りリンク参照信号を送信アンテナポー
ト毎にリソースエレメントに配置する。
【０２８３】
　無線送信部１０７７は、多重された信号を逆高速フーリエ変換（Inverse Fast Fourier
 Transform: IFFT）して、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを生成し、生成されたＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボルにＣＰを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成し、ベースバンドのディ
ジタル信号をアナログ信号に変換し、ローパスフィルタを用いて余分な周波数成分を除去
し、搬送波周波数にアップコンバート（up convert）し、電力増幅し、送受信アンテナ部
１０９に出力して送信する。
【０２８４】
　図２１は、本実施形態の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。図示するよ
うに、基地局装置３は、上位層処理部３０１、制御部３０３、受信部３０５、送信部３０
７、および、送受信アンテナ部３０９、を含んで構成される。また、上位層処理部３０１
は、無線リソース制御部３０１１、および、スケジューリング部３０１３を含んで構成さ
れる。また、受信部３０５は、復号化部３０５１、復調部３０５３、多重分離部３０５５
、無線受信部３０５７とチャネル測定部３０５９を含んで構成される。また、送信部３０
７は、符号化部３０７１、変調部３０７３、多重部３０７５、無線送信部３０７７と下り
リンク参照信号生成部３０７９を含んで構成される。
【０２８５】
　上位層処理部３０１は、媒体アクセス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケッ
トデータ統合プロトコル（Packet Data Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制
御（Radio Link Control: RLC）層、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）
層の処理を行なう。また、上位層処理部３０１は、受信部３０５、および送信部３０７の
制御を行なうために制御情報を生成し、制御部３０３に出力する。
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【０２８６】
　上位層処理部３０１が備える無線リソース制御部３０１１は、下りリンクのＰＤＳＣＨ
に配置される下りリンクデータ（トランスポートブロック）、システムインフォメーショ
ン、ＲＲＣメッセージ、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）などを生成し、又は上位ノー
ドから取得し、送信部３０７に出力する。また、無線リソース制御部３０１１は、端末装
置１各々の各種設定情報／パラメータの管理をする。無線リソース制御部３０１１は、上
位層の信号を介して端末装置１各々に対して各種設定情報／パラメータをセットしてもよ
い。すなわち、無線リソース制御部１０１１は、各種設定情報／パラメータを示す情報を
送信／報知する。無線リソース制御部３０１１を設定部３０１１とも称する。
【０２８７】
　上位層処理部３０１が備えるスケジューリング部３０１３は、受信したチャネル状態情
報およびチャネル測定部３０５９から入力された伝搬路の推定値やチャネルの品質などか
ら、物理チャネル（ＰＤＳＣＨおよびＰＵＳＣＨ）を割り当てる周波数およびサブフレー
ム、物理チャネル（ＰＤＳＣＨおよびＰＵＳＣＨ）の符号化率および変調方式および送信
電力などを決定する。スケジューリング部３０１３は、スケジューリング結果に基づき、
受信部３０５、および送信部３０７の制御を行なうために制御情報（例えば、ＤＣＩフォ
ーマット）を生成し、制御部３０３に出力する。スケジューリング部３０１３は、さらに
、送信処理および受信処理を行うタイミングを決定する。
【０２８８】
　制御部３０３は、上位層処理部３０１からの制御情報に基づいて、受信部３０５、およ
び送信部３０７の制御を行なう制御信号を生成する。制御部３０３は、生成した制御信号
を受信部３０５、および送信部３０７に出力して受信部３０５、および送信部３０７の制
御を行なう。
【０２８９】
　受信部３０５は、制御部３０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ部３
０９を介して端末装置１から受信した受信信号を分離、復調、復号し、復号した情報を上
位層処理部３０１に出力する。無線受信部３０５７は、送受信アンテナ部３０９を介して
受信された上りリンクの信号を、直交復調によりベースバンド信号に変換し（ダウンコン
バート: down covert）、不要な周波数成分を除去し、信号レベルが適切に維持されるよ
うに増幅レベルを制御し、受信された信号の同相成分および直交成分に基づいて、直交復
調し、直交復調されたアナログ信号をディジタル信号に変換する。
【０２９０】
　無線受信部３０５７は、変換したディジタル信号からＣＰ（Cyclic Prefix）に相当す
る部分を除去する。無線受信部３０５７は、ＣＰを除去した信号に対して高速フーリエ変
換（Fast Fourier Transform: FFT）を行い、周波数領域の信号を抽出し多重分離部３０
５５に出力する。
【０２９１】
　多重分離部１０５５は、無線受信部３０５７から入力された信号をＰＵＣＣＨ、ＰＵＳ
ＣＨ、上りリンク参照信号などの信号に分離する。尚、この分離は、予め基地局装置３が
無線リソース制御部３０１１で決定し、各端末装置１に通知した上りリンクグラントに含
まれる無線リソースの割り当て情報に基づいて行なわれる。また、多重分離部３０５５は
、チャネル測定部３０５９から入力された伝搬路の推定値から、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨ
の伝搬路の補償を行なう。また、多重分離部３０５５は、分離した上りリンク参照信号を
チャネル測定部３０５９に出力する。
【０２９２】
　復調部３０５３は、ＰＵＳＣＨを逆離散フーリエ変換（Inverse Discrete Fourier Tra
nsform: IDFT）し、変調シンボルを取得し、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの変調シンボルそれ
ぞれに対して、ＢＰＳＫ（Binary Phase Shift Keying）、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４
ＱＡＭ等の予め定められた、または自装置が端末装置１各々に上りリンクグラントで予め
通知した変調方式を用いて受信信号の復調を行なう。復調部３０５３は、端末装置１各々
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に上りリンクグラントで予め通知した空間多重される系列の数と、この系列に対して行な
うプリコーディングを指示する情報に基づいて、ＭＩＭＯ　ＳＭを用いることにより同一
のＰＵＳＣＨで送信された複数の上りリンクデータの変調シンボルを分離する。
【０２９３】
　復号化部３０５１は、復調されたＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの符号化ビットを、予め定め
られた符号化方式の、予め定められた、又は自装置が端末装置１に上りリンクグラントで
予め通知した符号化率で復号を行ない、復号した上りリンクデータと、上りリンク制御情
報を上位層処理部１０１へ出力する。ＰＵＳＣＨが再送信の場合は、復号化部３０５１は
、上位層処理部３０１から入力されるＨＡＲＱバッファに保持している符号化ビットと、
復調された符号化ビットを用いて復号を行なう。チャネル測定部３０９は、多重分離部３
０５５から入力された上りリンク参照信号から伝搬路の推定値、チャネルの品質などを測
定し、多重分離部３０５５および上位層処理部３０１に出力する。
【０２９４】
　送信部３０７は、制御部３０３から入力された制御信号に従って、下りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部３０１から入力されたＨＡＲＱインディケータ、下りリンク制御
情報、下りリンクデータを符号化、および変調し、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣ
Ｈ、ＰＤＳＣＨ、および下りリンク参照信号を多重して、送受信アンテナ部３０９を介し
て端末装置１に信号を送信する。
【０２９５】
　符号化部３０７１は、上位層処理部３０１から入力されたＨＡＲＱインディケータ、下
りリンク制御情報、および下りリンクデータを、ブロック符号化、畳込み符号化、ターボ
符号化等の予め定められた符号化方式を用いて符号化を行なう、または無線リソース制御
部３０１１が決定した符号化方式を用いて符号化を行なう。変調部３０７３は、符号化部
３０７１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等
の予め定められた、または無線リソース制御部３０１１が決定した変調方式で変調する。
【０２９６】
　下りリンク参照信号生成部３０７９は、基地局装置３を識別するための物理レイヤセル
識別子（ＰＣＩ）などを基に予め定められた規則で求まる、端末装置１が既知の系列を下
りリンク参照信号として生成する。多重部３０７５は、変調された各チャネルの変調シン
ボルと生成された下りリンク参照信号を多重する。つまり、多重部３０７５は、変調され
た各チャネルの変調シンボルと生成された下りリンク参照信号をリソースエレメントに配
置する。
【０２９７】
　無線送信部３０７７は、多重された変調シンボルなどを逆高速フーリエ変換（Inverse 
Fast Fourier Transform: IFFT）して、ＯＦＤＭシンボルを生成し、生成したＯＦＤＭシ
ンボルにＣＰを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成し、ベースバンドのディジ
タル信号をアナログ信号に変換し、ローパスフィルタにより余分な周波数成分を除去し、
搬送波周波数にアップコンバート（up convert）し、電力増幅し、送受信アンテナ部３０
９に出力して送信する。
【０２９８】
　より具体的には、本実施形態の端末装置１は、常に活性化されている１つのプライマリ
ーセル、および、ネットワークによって活性化および非活性化される少なくとも１つのセ
カンダリーセルから成る複数のサービングセルをセットする設定部１０１１と、単一のサ
ービングセル内の単一のＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる第１のＤＣＩフォー
マット（下りリンクアサインメント）をともなう第１のＰＤＣＣＨ、および、複数のサー
ビングセルのうちの１つまたは複数のサービングセルのそれぞれに対するＵＬ－ＤＬ設定
（送信方向ＵＬ－ＤＬ設定）を示す情報（第３の情報）を含む第２のＤＣＩフォーマット
（ＤＣＩフォーマット５）をともなう第２のＰＤＣＣＨをデコードし、前記複数のサービ
ングセルのうち前記第１のＤＣＩフォーマットが対応するサービングセルにおいて、前記
第１のＤＣＩフォーマットに基づいてＰＤＳＣＨをデコードする受信部１０５と、を備え
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る。
【０２９９】
　上記の設定部１０１１は、前記第２のＤＣＩフォーマットに基づいて、前記複数のサー
ビングセルのうち前記第２のＤＣＩフォーマットが対応する１つまたは複数のサービング
セルのそれぞれに対してＵＬ－ＤＬ設定（送信方向ＵＬ－ＤＬ設定）をセットする。
【０３００】
　上記の受信部１０５は、前記セカンダリーセルが非活性化されている場合に、前記非活
性化されたセカンダリーセルに対する前記第１のＰＤＣＣＨのモニタを止める。
【０３０１】
　上記の受信部１０５は、前記セカンダリーセルが活性化されている場合に、前記活性化
されたセカンダリーセルに対する前記第１のＰＤＣＣＨをモニタする。
【０３０２】
　上記の受信部１０５は、前記セカンダリーセルが活性化されている、且つ、前記セカン
ダリーセルに対応する前記第１のＰＤＣＣＨが送信されるサービングセルが活性化されて
いる場合に、前記活性化されているサービングセルにおけるユーザ装置スペシフィックサ
ーチスペースにおいて、前記活性化されたセカンダリーセルに対する前記第１のＰＤＣＣ
Ｈをモニタしてもよい。
【０３０３】
　上記の受信部１０５は、前記ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームおよびス
ペシャルサブフレームとして指示されたサブフレームにおいて、前記ＵＬ－ＤＬ設定に対
応するサービングセルに対する前記第１のＰＤＣＣＨをモニタしてもよい。
【０３０４】
　上記の受信部１０５は、前記ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームおよびス
ペシャルサブフレームとして指示されたサブフレームにおいて、前記ＵＬ－ＤＬ設定に対
応しており、且つ、活性化されているサービングセルにおいて、前記第１のＰＤＣＣＨを
モニタしてもよい。
【０３０５】
　上記の受信部１０５は、前記第２のＤＣＩフォーマットが対応する１つまたは複数のサ
ービングセルのうち少なくとも１つが活性化されている場合に、前記第２のＰＤＣＣＨを
モニタする。
【０３０６】
　上記の設定部１０１１は、前記第２のＤＣＩフォーマットがモニタされるサブフレーム
をセットし、上記の受信部１０５は、前記第２のＤＣＩフォーマットが対応する１つまた
は複数のサービングセルのうち少なくとも１つが活性化されている場合に、前記プライマ
リーセルにおける前記セットされたサブフレームにおいて前記第２のＰＤＣＣＨをモニタ
してもよい。
【０３０７】
　上記の受信部１０５は、前記プライマリーセルにおけるコモンサーチスペースにおいて
前記第２のＰＤＣＣＨをモニタしてもよい。
【０３０８】
　上記の受信部１０５は、前記第２のＤＣＩフォーマットが対応する１つまたは複数のサ
ービングセルの全てが非活性化されている場合に、前記第２のＰＤＣＣＨのモニタを止め
てもよい。
【０３０９】
　上記の設定部１０１５は、常に活性化されている１つのプライマリーセル、および、ネ
ットワークによって活性化および非活性化される１つのセカンダリーセルから成る２つの
サービングセルをセットし、前記セカンダリーセル内の単一のＰＤＳＣＨのスケジューリ
ングに用いられるＤＣＩフォーマットをともなう第１のＰＤＣＣＨがデコードされるサー
ビングセルとして前記プライマリーセルをセットしてもよい。また、上記の受信部１０５
は、前記第１のＰＤＣＣＨ、および、前記セカンダリーセルに対するＵＬ－ＤＬ設定を示
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す情報を含む第２のＤＣＩフォーマットをともなう第２のＰＤＣＣＨをデコードしてもよ
い。また、上記の受信部１０５は、前記セカンダリーセルに対する前記ＵＬ－ＤＬ設定に
よって上りリンクサブフレームと指示されたサブフレームにおいて、前記プライマリーセ
ルにおいて、前記第１のＰＤＣＣＨをモニタしなくてもよい。
【０３１０】
　上記の設定部１０１５は、常に活性化されている１つのプライマリーセル、および、ネ
ットワークによって活性化および非活性化される１つのセカンダリーセルから成る２つの
サービングセルをセットし、前記セカンダリーセル内の単一のＰＤＳＣＨのスケジューリ
ングに用いられるＤＣＩフォーマットをともなう第１のＰＤＣＣＨがデコードされるサー
ビングセルとして前記プライマリーセルまたは前記セカンダリーセルをセットしてもよい
。また、上記の受信部１０５は、前記第１のＰＤＣＣＨ、および、前記プライマリーセル
に対するＵＬ－ＤＬ設定を示す情報と前記セカンダリーセルに対するＵＬ－ＤＬ設定を示
す情報を含む第２のＤＣＩフォーマットをともなう第２のＰＤＣＣＨをデコードしてもよ
い。また、上記の受信部は、前記セカンダリーセル内の単一のＰＤＳＣＨのスケジューリ
ングに用いられるＤＣＩフォーマットをともなう第１のＰＤＣＣＨがデコードされるサー
ビングセルとして前記セカンダリーセルがセットされている場合に、前記セカンダリーセ
ルに対する前記ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサブフレームと指示されたサブフレー
ムにおいて、前記第１のＰＤＣＣＨをモニタせず、前記セカンダリーセル内の単一のＰＤ
ＳＣＨのスケジューリングに用いられるＤＣＩフォーマットをともなう第１のＰＤＣＣＨ
がデコードされるサービングセルとして前記プライマリーセルがセットされている場合に
、前記プライマリーセルに対する前記ＵＬ－ＤＬ設定および前記セカンダリーセルに対す
る前記ＵＬ－ＤＬ設定の両方または何れか一方によって上りリンクサブフレームと指示さ
れたサブフレームにおいて、前記第１のＰＤＣＣＨをモニタしなくてもよい。
【０３１１】
　上記の受信部１０５は、前記セカンダリーセル内の単一のＰＤＳＣＨのスケジューリン
グに用いられるＤＣＩフォーマットをともなう第１のＰＤＣＣＨがデコードされるサービ
ングセルとして前記セカンダリーセルがセットされている場合に、前記セカンダリーセル
に対する前記ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームと指示されたサブフレーム
において、前記第１のＰＤＣＣＨをモニタし、前記セカンダリーセル内の単一のＰＤＳＣ
Ｈのスケジューリングに用いられるＤＣＩフォーマットをともなう第１のＰＤＣＣＨがデ
コードされるサービングセルとして前記プライマリーセルがセットされている場合に、前
記プライマリーセルに対する前記ＵＬ－ＤＬ設定および前記セカンダリーセルに対する前
記ＵＬ－ＤＬ設定の両方または何れか一方によって下りリンクサブフレームと指示された
サブフレームにおいて、前記第１のＰＤＣＣＨをモニタしてもよい。ここで、前記下りリ
ンクサブフレームは、スペシャルサブフレームを含む。
【０３１２】
　これにより、端末装置が、基地局装置と効率的に通信することができる。
【０３１３】
　本発明に関わる基地局装置３、および端末装置１で動作するプログラムは、本発明に関
わる上記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等を制
御するプログラム（コンピュータを機能させるプログラム）であっても良い。そして、こ
れら装置で取り扱われる情報は、その処理時に一時的にＲＡＭ（Random Access Memory）
に蓄積され、その後、Ｆｌａｓｈ　ＲＯＭ（Read Only Memory)などの各種ＲＯＭやＨＤ
Ｄ（Hard Disk Drive）に格納され、必要に応じてＣＰＵによって読み出し、修正・書き
込みが行われる。
【０３１４】
　尚、上述した実施形態における端末装置１、基地局装置３の一部、をコンピュータで実
現するようにしても良い。その場合、この制御機能を実現するためのプログラムをコンピ
ュータが読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコ
ンピュータシステムに読み込ませ、実行することによって実現しても良い。
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【０３１５】
　尚、ここでいう「コンピュータシステム」とは、端末装置１、又は基地局装置３に内蔵
されたコンピュータシステムであって、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとす
る。また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁
気ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハ
ードディスク等の記憶装置のことをいう。
【０３１６】
　さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワー
クや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時間
、動的にプログラムを保持するもの、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュー
タシステム内部の揮発性メモリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含ん
でも良い。また上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても
良く、さらに前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラムと
の組み合わせで実現できるものであっても良い。
【０３１７】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、複数の装置から構成される集合体（
装置グループ）として実現することもできる。装置グループを構成する装置の各々は、上
述した実施形態に関わる基地局装置３の各機能または各機能ブロックの一部、または、全
部を備えてもよい。装置グループとして、基地局装置３の一通りの各機能または各機能ブ
ロックを有していればよい。また、上述した実施形態に関わる端末装置１は、集合体とし
ての基地局装置と通信することも可能である。
【０３１８】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、ＥＵＴＲＡＮ（Evolved Universal 
Terrestrial Radio Access Network）であってもよい。また、上述した実施形態における
基地局装置３は、ｅＮｏｄｅＢに対する上位ノードの機能の一部または全部を有してもよ
い。
【０３１９】
　また、上述した実施形態における端末装置１、基地局装置３の一部、又は全部を典型的
には集積回路であるＬＳＩとして実現してもよいし、チップセットとして実現してもよい
。端末装置１、基地局装置３の各機能ブロックは個別にチップ化してもよいし、一部、又
は全部を集積してチップ化してもよい。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回
路、又は汎用プロセッサで実現しても良い。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替
する集積回路化の技術が出現した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能であ
る。
【０３２０】
　また、上述した実施形態では、通信装置の一例として端末装置を記載したが、本願発明
は、これに限定されるものではなく、屋内外に設置される据え置き型、または非可動型の
電子機器、たとえば、ＡＶ機器、キッチン機器、掃除・洗濯機器、空調機器、オフィス機
器、自動販売機、その他生活機器などの端末装置もしくは通信装置にも適用出来る。
【０３２１】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【符号の説明】
【０３２２】
１（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ）　端末装置
３　基地局装置
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１０１　上位層処理部
１０３　制御部
１０５　受信部
１０７　送信部
３０１　上位層処理部
３０３　制御部
３０５　受信部
３０７　送信部
１０１１　無線リソース制御部
１０１３　スケジューリング情報解釈部
３０１１　無線リソース制御部
３０１３　スケジューリング部

【図１】 【図２】
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